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愛知大学学術代表団の訪中

　米国の対中国政策の転換を告げるニクソン大統領の声明は世界を驚愕させ
た。翌昭和47年（1972）２月にニクソンは訪中し米中会談が実現、その後塵
を拝して９月には田中角栄首相が訪中し周恩来総理と会談して日中共同声明
の発表となり、日本も国交樹立に舵を切った。喜ぶべきことではあるが、中
国と国交回復を望む世論は23年間も無視されてきたのである。米国追従を
外交方針の基軸に置く我が国のあり方は遺憾ながら今も昔も変わりない。
　鈴木擇郎はかねてから辞典編集上の問題点、疑問点について中国側から意
見を聞くことに積極的であった。辞典編纂が始まった昭和30年（1955）12月、
中国学術代表団（郭沫若団長）の来日の際には馮乃超副団長（中山大学学
長）が多忙な郭の代理として華日辞典編纂視察のため来学した。以来、辞典
編纂所は中国側から編纂上の資料の提供を受けるなどの交流が始まった。ま
た鈴木は昭和33年（1958）５月に愛知県平和代表団副団長として訪中し北京
でメーデーパレードを参観した際に、天安門回廊の小部屋で慌ただしく郭と
挨拶する機会をもったほか、個人的に中国文字改革委員会、中国語言研究所
などを訪問し関係者と懇談した。
　昭和43年（1968）２月発刊の『中日大辭典』は愛知大学から日中友好協会
経由で中国日本友好協会（廖承志会長、郭沫若名誉会長）へ寄贈され、辞典
の完成までに受けた多くの厚意に対する謝意と今後より良き辞典にするため
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中国側専門家との交流を望む旨の挨拶状が添えられた。交流希望は鈴木の発
意によるものであった。ほどなく辞典受贈の謝意が日中友好協会を通して大
学に伝えられ、交流については関係方面に伝えたと付言されていた。文化大
革命は３年たっても激しさは衰えを見せず、学術的な訪中は難しいと思われ
た。
　昭和46年（1971）９月、細迫朝夫学長は訪中する日中友好協会代表団の穂
積七郎前代議士（地元選出社会党）に託して増刷（２刷）したばかりの辞典
を郭沫若名誉会長に進呈し、あわせて辞典編集関係者からなる愛知大学学術
代表団の訪中要望書を届けてもらった。翌昭和47年１月、中国日本友好協
会から愛知大学宛に年賀状が届いた。新年の挨拶に添えて、辞典と書状は郭
に届き謝意を伝える旨の文言はあったが、代表団派遣については何の言及も
ない。前年におきた林彪事件の後処理を終えて鄧小平が復活するなど、やや
落ち着きを取り戻した感はあるものの文革は６年目に入りなお進行中であっ
た。ただ多くの党、政府の高級幹部が追放されるなかで郭の健在が確認でき
たことは嬉しいニュースであった。
　同年７月、久曾神昇学長は就任の挨拶を兼ね学術代表団を来年に派遣した
い旨の書簡を中国日本友好協会宛に発送した。上述の如く９月に日中国交正
常化が実現したことから、訪中の可能性は高まったと考えて鈴木は代表団派
遣の準備を急いだのである。中国側からの返事はないまま翌48年（1973）初
に中国日本友好協会宛に年賀状を出すとともに、鈴木を団長とする４名の代
表団名簿を付した訪中要望書をあらためて提出した。文革をきっかけに日中
友好協会は内部分裂を起こし日中友好を名乗る二つの協会が出現するなど、
交流事業にも混乱が生じて今回の要望書は日本中国文化交流協会（中島健蔵
理事長）を窓口として提出されることとなった。
　前触れのない吉報であった。同年５月、天津の南開大学から愛知大学学術
代表団の訪中を歓迎する旨の電報が届いたのである。当時全国的に大学紛争
が盛んで愛知大学も例外ではなく大衆団交、本館封鎖、研究館封鎖、学生自
治会派対反自治会派の武闘などが繰り返されてきた中での嬉しいニュースで
あった。
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　辞典発刊を機に始まった学術代表団の派遣に関連して、前後して起きた編
纂所の解散に触れておく必要がある。辞典編纂所の歴史からいって『中日大
辭典』発刊が最重要事項であるのは当然であるが、付随したこの問題もまた
一大事であった。編纂所の解散は編纂所建物の明け渡しとも密接に関係して
いるので、まず建物の明け渡しについて説明しておく。
　このころ豊橋キャンパスでは教室棟、研究館、図書館など教育、研究関連
の建築が相継いだが、事務棟の着工はいつも後回しにされていた。事務用の
建物は旧軍隊時代の本館のみで部屋不足は深刻な問題となっており、本館横
の編纂所の建物は使い勝手も良く、かねてから事務当局に目をつけられてい
た。辞典が刊行されるや事務当局から編纂所の建物の明け渡しを迫られた。
この決定の詳細は分からぬが事情はよく理解でき建物を明け渡すことに問題
はなかった。むしろ建物を明け渡すことができてほっとした。正確に言えば
辞典ができ編集が終わったので心底ほっとしたと言うべきであるが。編纂所
がなくなりいつも通った仕事場へ行くこともなくなって、初めて編集が終
わったことを実感した。
　編纂所解散の決定に至る過程はきわめて単純である。編集者側の意向を受
けて中日大辞典刊行会が解散を決定し、これを大学当局が了承したものであ
る。解散に伴って主要蔵書は「中日大辞典文庫」として大学図書館に寄贈さ
れ、数十万枚の辞典カードも焼却処分され、増刷に必要な編集資料だけが各
人の研究室に分配されて全てが片付いた。この時点では将来の全面改訂即ち
新版編集への配慮は皆無であり、編纂所の解散がもたらす結果に対する問題
意識も希薄であった。これらの問題を多少でも考慮したのなら、編纂所を一
時的に他へ移し、設備、備品、蔵書、資料など一切を保存しておく可能性を
追求したであろう。本部から離れてはいるが、キャンパスの片隅には旧軍隊
の老朽建物が化け物屋敷然と残っており、単に物を置くだけの場所には事足
りていたのである。
　あっさりと編纂所を解散することになった主な理由は当時の編集者の心身
状態にあると思う。我々は校正から印刷、製本の点検と発刊直前まで編集
業務に忙殺され、その合間に講義や教務をこなす日々をおくっていた。眼前
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のことを処理するのに手一杯で今後のことを熟考する余裕はなく、いつも焦
燥感、切迫感につきまとわれていた。さらに発刊、発売後は辞典の評価や販
売などに対する責任感、期待感、不安感など、編集業務上とは異なる別の心
的圧力を受けていた。とくに鈴木と内山雅夫は長期にわたる編集をやり遂げ
辞典を完成させた満足感、高揚感とともに、多年にわたる辞典編集の重圧か
ら解放された虚脱感、また積年の苦労で蓄積された疲労感などが混じり合っ
て、両人とも自覚症状はないが健康に深刻な影響を及ぼしていた。これが数
年後に不幸な事実となったことは、まことに痛ましい限りである。
　編纂所解散後、辞典室を将来どうするのか私自身はよく考えたことはな
かった。辞典が出版されたので今後増刷する際の編集や校正は我々がやる。
これは我々の共通認識であり、実際に編纂所が再設置されるまでの数年間に
おこなった２回の増刷は、各自の研究室を臨時の辞典室として編集業務をお
こなったのである。編纂所が解散しても編集が全く無くなるはずがない。
　ただ鈴木と内山は辞典の将来について各々の考えがあり、あるいは十分に
話し合いをしていたとも思うが確証はない。この頃は本間喜一が辞典刊行会
の業務でしばしば辞典室を訪れ鈴木らと相談していた時期にあたる。辞典の
発刊、発売と後述する株式会社大安の廃業、破産とともに建物の明け渡し、
辞典編纂所の解散や辞典の今後が問題となったに違いない。本間はその際に
鈴木と内山の意向を確かめた上で全て了承した。規定の定めるところでは辞
典編纂所、編集委員会の設置、廃止は辞典刊行会の権限であり、本間が知ら
ぬ道理はないのである。
　当初、華日辞典刊行会は日中友好協会理事長、旧東亜同文書院華語教授な
ど外部の関係者を含んで構成されていたが、辞典発刊後に規約が改正され、
本間名誉学長、学長、学部長、鈴木、内山ら編集委員、及び中国関係教員な
ど、全て学内者による役員構成となった。名称も中日大辞典刊行会と改称さ
れたが、その他は従来どおりであった。故に編纂所の解散は刊行会で決定さ
れ最終的に大学当局により承認されたのである。
　この頃に廃業、破産した大安と辞典の販売についても触れておかねばなら
ない。大安は辞典刊行会からの委嘱を受けて辞典の編集、印刷、発刊、発売
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の全てを扱っていたが、昭和43年２月『中日大辭典』の発刊、発売の最中
に、廃業、破産問題が起きた。大安の破産は文革と直結した政治色の濃いも
のであり単純な財務上の問題ではない。この背景には文革前から存在してい
た日中両国共産党の対立関係があり文革をきっかけにして敵対関係へと激化
していった。その結果、日本国内の中国と密接な関係をもつ日中友好協会の
ような組織、団体、企業から個人間にまで影響が及んだのである。敵対関係
が深刻となって抜き差しならぬ羽目に陥り、ついには組織、団体、企業等の
分裂となり、これに付随した暴力行為や傷害事件も多発した。
　中国書籍専門店である大安もその一例で、社員間の対立激化から営業を停
止し遂には廃業、破産となった。このため辞典刊行会は後に東京地裁でおこ
なわれた大安破産事案の裁判に債権者として関与した。大安の廃業後、小林
は燎原を立ちあげ辞典の総発売元を引き継いだ。翌年４月に増刷した辞典第
２刷版は燎原の名で出版され、後に旧大安の債務も燎原によって完済され
た。
　『中日大辭典』は刊行以来さいわい世間の好評を得て好調な売れ行きを示
していたところ、日中国交回復が実現して中国に対する日本国民の関心は一
段と高くなり、中国語学習熱が起こり辞典に対する需要もさらに高まった。
取り扱いは大安から燎原へと替わったが辞典の売れ行きに影響はなく極めて
順調であった。大手の出版社による出版を断念し、小売書店に過ぎない大安
を出版、販売元にして自費出版（本間の言葉では自主出版）すると決めたこ
とに、本間が一抹の不安を持たぬはずがない。それは大手取次が独占する書
籍販売流通機構を通さずに独自の販売網を用いて販売する大安の販売方法に
起因する。
　当時、日本では委託制と再販制のもとに出版物は取次を通して販売され、
取次機構が倉庫、配送、店売、集荷、集金などの業務を担っていた。出版物
は７社の大手の取次に独占され、うち日販、東販２社によりほぼ８割が占め
られていた。大安は中国古典や五四時期の雑誌『新青年』の影印本の出版を
軌道にのせていたが、本店と支店の店頭売り、ダイレクトメール、大学生協
書籍部での販売を主とする小売書店にすぎない。
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　出版社でない大安は辞典を全国の書店に配本することができない。この間
の事情を十分承知していた本間、鈴木は、辞典の売れ行きがまずまず順調で
あると知り安堵した。しかし地方の本屋はもとより大都市の大型書店の店頭
にも置いてないので、『中日大辭典』の発刊を知り購入したい者にとっては
不都合きわまりない。最寄りの本屋で店売されていないとか、出版元が不明
で取り寄せられないとか、また店頭で実物を手に取ってみたい等々の苦情や
要望が編纂所にも多々寄せられた。また大学の事務当局からは大学広報のた
めに辞典を全国の本屋の店頭に配置せよとの声もあがった。どれもこれも皆
もっともなことであり、辞典はあるが本屋では買えないのでは話にならぬ。
自主出版の厳しさをいまさらながら思い知らされて、悔しさ、歯痒さを覚え
腹が立つばかりであった。そのなかで学習、研究、業務関係者など広く中国
（語）関連の分野では高い評価を得て、中国関係新刊書の売れ行きトップに
連続して名を連ねたことでは、いささか溜飲を下げた。全国の書店での店売
は辞典増訂版の刊行以後に実現する。
　辞典発刊後は万事が中日大辞典刊行会へと移行し、本間の期待どおりに事
態は展開していった。本間は学内の諸星熊造、木田彌三旺、浅野巧美といっ
た同文書院関係の職員に刊行会の業務をまかせた。理事室付きの諸星は本間
の指示で辞典刊行会関係の財務を長期にわたって管理した。本間の指示で諸
星が作製した辞典損益計算書は毎期ごとに辞典刊行会から大学当局へ報告さ
れ、さらに税務署へ提出された。印刷部数、販売部数、在庫部数、売掛部
数、及び人件費、印刷費、倉庫代、送料、広告費、委託費、資料購入費、消
耗品費、原稿カード印刷費など、収支が一目瞭然である。木田は敗戦時の
同文書院華語助教授で本間学長の指示を受け、困難で危険な問題の処理に当
たり、また通訳としても鈴木とともに中国側の接収委員と対応した経歴を持
つ。愛大の創立にも参画したが教職に就かず大学監事となり本間の辞典出版
費の調達にも協力した。浅野は大学創設以来、庶務課長として同文書院関係
の事務処理を主管した。
　こうしてみると原稿カードの作成、編集、出版、販売、経理など全てに
おいて、『中日大辭典』は愛知大学の創設に参与した同文書院関係者の手に
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よって出来上がったものであり、中日大辞典刊行会による自主出版とはまさ
にこのことを指すものである。
　ここで学術代表団の訪中に話を戻す。辞典の完成を機に中国側の専門家の
意見を仰ぎたいとの鈴木の思いが代表団派遣の企画となった。とくに辞典の
最終稿の校正段階で文化大革命が始まったため、これに関連する語彙の採録
が極めて不満足なものとなり残念に思っていた。同文書院時代から使用する
者の立場にたった辞書作りを追求してきた鈴木は、文革の進行につれてこれ
を痛感していた。
　鈴木から辞典に関する代表団派遣の提案をうけて辞典刊行会は検討を重ね
た結果、愛知大学が派遣する学術代表団であること、辞典編集に関する座
談会（学術研究上の会合も座談会の名で呼ばれた）に限定した訪中であるこ
と、文革中のため入国拒否される恐れのないことを選考基準として団員を最
終的に決定した。当時の訪中が異常な状態の中でおこなわれたことは前回述
べたとおりである（本誌第７号）。鈴木は参加者の範囲を広げて多勢の者に
訪中の機会を提供することを目論んだが、結果的には少人数の代表団となっ
てしまった。とりわけ内山の不参加は鈴木にとり極めて不本意なものであっ
た。鈴木は説得に努めたが内山は健康上の理由で参加を固辞した。
　ここで鈴木、内山のその後について触れておく。さきに記した両人の心身
状態は長く尾を引き甚だしく健康を損なうものとなった。鈴木は代表団長と
して訪中し精力的に行動した翌49年（1974）３月に胃切除の大手術をおこな
い、退院して健康を回復するとすぐ辞典編集の再開を企画する。内山、今泉
の協力を取り付け本間の賛同を得て鈴木は改訂版編集計画を辞典刊行会に提
案し了承を得る。これをうけ大学当局は昭和50年（1975）４月、あらためて
辞典編纂所と編集委員会を発足させる。鈴木は大学を退職し、編纂主幹とし
て辞典の編集に専念することとなる。
　内山は編纂所の解散後も健康が優れず代表団の訪中にも参加しなかった
が、改訂版の編集に参加したものの同年８月に体調を崩して入院し、二十日
足らずで病状あらたまり急逝する。辞典完成から編纂所再開までの数年間
は内山の健康を回復させるための休養期間とはならなかった。“強い正義感、
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責任感を以て世に処すれば、憤りを感ずることは必至であるが、君は憤りを
内におさえて行動に発することなく、責任はいささかなりとも尽くさざると
ころあらんことをこれ恐れていた。” 辞典を完成させるために愛知大学に招
かれ、その期待に背かず『中日大辭典』を世に出して逝った内山を惜しみ悼
む鈴木の言葉は重い。
　再び学術代表団の訪中に話を戻す。天津の南開大学は北京の北京大学、上
海の復旦大学と並ぶ名門校であり、周恩来総理の母校としても有名である。
国務院科教組（文革中の名称）からの通達で、この三校が愛知大学学術代表
団を招待し南開大学が責任校として世話をする体制と見受けられた。
　代表団の正式名称は愛知大学学術代表団となった。団長は鈴木、団員は池
上貞一、中島敏夫、及び今泉である。昭和48年６月15日出国、７月５日帰
国、３週間の短い日程であるが実り多い旅であった。東京―北京、大阪―上
海間直行便の開通は翌年の秋以降のことで、我々は香港まで飛び一泊し、翌
日鉄道で羅湖までいき下車、歩いて出入国手続きのため国境（小さな橋）を
渡り深圳に着いた。深圳で出迎えの中国国際旅行社（通訳）に案内され広州
へ着き、駅頭で待ち受けた南開大学李何林教授、外事処職員と挨拶を交わし
た。鈴木と同年輩で著名な文学者でもある李教授が遠路はるばる出迎えてく
れたことに驚きと感謝の念を禁じ得なかった。鈴木を団長とする愛知大学学
術代表団が重視されていることを知り、責任の重さをいまさらに感じた。な
お李教授は入国から出国までの全行程を我々と同行された。
　学術代表団の行程と行動は、『愛大通信』に寄せた４名の報告をはじめ他
の資料に詳しく述べられている。林彪事件後に実権を握った四人組が批林批
孔運動を展開する中での訪中であり、これらの資料を通して当時の文革の一
断面を窺い見ることもできよう。
　学術代表団は二日間にわたる『中日大辭典』に関する座談会を成功裡に終
えたあと、愛知大学から南開大学に対し学術教育交流の提案をおこなった。
即ち、１．南開大学側の来日要請。期間は２週間程度とし日本国内における
費用を負担。２．両校教授の研修への相互援助。３．両校学生の旅行、短期留
学への相互援助。４．研究上の交流、資料の交換並びに辞典編纂への支援な

― 　―
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ど４項目である。鈴木が中国語でこれを述べると盛大な拍手が起こった。提
案内容は南開大学側の一存で即答できる範囲を越えるものであり、まして文
革中のことである。ことが簡単に運ぶものではないと承知していたので、好
意的な反応に安堵するとともに嬉しくおもった。
　その後、予想外に早く翌昭和49年２月（文化大革命終結の３年前）南開
大学からの返事が届く。南開大学代表団の訪日、教授、学生の相互研修、留
学等は条件が整いしだい始めたいとの内容である。また当面実施可能な資料
の交換から始めるとして南開大学学報などの出版物が同封されている。当
時中国には私立の大学は存在せず全て国立であり、したがって南開大学の返
答は中国政府の承認を得たものと理解される。これより両校の交流は緒に就
き、双方の学長が率いる正式な大学代表団の相互訪問が実現したのち、全面
的に発展していくことになる。
　やがて10年間におよぶ文化大革命も終りを告げ、その４年後の昭和55年
（1980）10月、中国側は先に学術代表団が提案した大学間交流を実施すべく、
愛知大学代表団（団長久曾神学長）の訪中を歓迎し、愛知大学と南開大学、
愛知大学と北京語言学院（現北京語言大学）の学術教育交流協定が締結され
る。これは国務院教育部（文革終結後もとの名称に戻る）の主導によって
実現した日中の大学間で最初の交流協定である。さらに３年後の昭和58年
（1983）９月、滕維藻学長を団長とする南開大学訪日代表団の来学が実現す
る。じつに愛知大学学術代表団の交流提案の10年後のことである。
　中日大辞典刊行会の設置目的は二つ、辞典の編集と出版ならびにその利益
による日中の研究、教育の交流である。原稿カードの返還交渉から編集、出
版、贈呈、南開大学での辞典座談会に及ぶ双方の信頼関係の所産である『中
日大辭典』によって前者が達成され、学術代表団の訪中が後者の嚆矢である
ことは論を俟たない。

資料
６‒１　学術代表団の訪中

― 　―
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　ａ　訪中申請
　ｂ　朝日新聞記事
　ｃ　愛知大学と中国との新証言
　ｄ　愛大宛中国日本友好協会からの返信
　ｅ　訪中申請書 (1) (2)
　ｆ　人民日報記事
６‒２　学術代表団の帰国
　ａ　愛知大学通信
　ｂ　帰国挨拶状 (1) (2) (3)
　ｃ　NHKテレビ放送用コンテ：愛知の話題「辞典が結ぶ日中友好」

今泉潤太郎　Imaizumi Juntaro　愛知大学名誉教授　専門：中国語学
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Ⅱ‐4‐a (1) 

1 
 

一
九
五
四
年
、
中
国
人
民
保
衛
世
界
和
平
委
員
会
よ
り
、
「
中
日
文
化
交
流
の
た
め
日
本
人
民
へ
寄

贈
」
さ
れ
た
旧
東
亜
同
文
書
院
大
学
中
日
大
辞
典
原
稿
カ
ー
ド
は
日
中
友
好
協
会
の
御
斡
旋
に
よ
り
、

愛
知
大
学
へ
引
渡
さ
れ
ま
し
た
。
愛
知
大
学
は
そ
の
原
稿
カ
ー
ド
を
基
礎
と
し
て
中
日
大
辞
典
を
完
成

し
、
日
中
文
化
交
流
に
寄
与
し
、
中
国
の
御
好
意
に
報
い
る
こ
と
を
期
し
て
鋭
意
努
力
致
し
ま
し
た
。

貴
国
か
ら
は
そ
の
後
も
参
考
図
書
等
の
資
料
の
寄
贈
を
受
け
、
ま
た
た
び
た
び
御
激
励
を
い
た
だ
い
た

こ
と
は
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。 

中
日
大
辞
典
は
愛
知
大
学
に
お
け
る
編
集
開
始
以
来
十
三
年
の
年
月
を
費
や
し
て
一
応
編
集
を
終

り
、
一
九
六
八
年
二
月
「
中
日
大
辞
典
」
と
し
て
出
版
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
、
当
時
す
で
に
御
報
告

申
上
げ
ま
し
た
。
読
者
の
要
望
に
も
と
ず
き
今
年
春
に
版
を
重
ね
ま
し
た
が
、
辞
典
の
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
所
期
の
水
準
に
は
達
し
て
居
ら
ず
、
今
後
ひ
き
つ
づ
き
増
訂
に
努
め
、
利
用
者
各
位
よ
り
寄

せ
ら
れ
た
御
意
見
・
御
批
判
を
汲
み
入
れ
て
、
一
層
充
実
し
た
辞
典
に
い
た
し
た
い
と
考
え
て
居
り
ま

す
。 一

方
中
国
に
対
し
て
は
、
初
版
発
行
と
同
時
に
朝
日
・
毎
日
両
新
聞
社
お
よ
び
友
好
貿
易
商
社
の
御

援
助
に
よ
っ
て
千
二
百
冊
を
日
中
備
忘
録
貿
易
辦
事
所
東
京
事
務
所
を
通
じ
て
中
国
へ
寄
贈
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
中
国
の
御
好
意
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
御
批
判
御
叱

正
を
い
た
だ
き
た
い
た
め
で
あ
り
ま
し
た
。
従
っ
て
中
国
御
訪
問
は
わ
れ
わ
れ
中
日
大
辞
典
関
係
者
年

来
の
希
望
で
あ
り
ま
し
た
。
幸
に
し
て
、
も
し
、
こ
の
希
望
が
叶
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
別
紙
名
簿
の
如

き
人
員
を
以
っ
て
訪
問
団
を
組
織
し
、
明
春
、
中
国
を
訪
問
し
、
中
国
の
実
情
を
親
し
く
見
聞
し
、
中

国
各
方
面
よ
り
直
接
御
批
判
御
叱
正
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
辞
典
の
増
訂
に
反
映
さ
せ
た
い
と
存
じ
て

居
り
ま
す
。 

以
上
辞
典
増
訂
の
方
針
と
訪
中
の
希
望
を
申
上
げ
ま
し
た
。
何
卒
格
別
の
御
援
助
を
賜
わ
り
た
く
お

願
申
上
げ
ま
す
。 

  
 
 
 

 

昭
和
四
十
六
年
九
月 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

愛
知
大
学
内 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

中
日
大
辞
典
刊
行
会 

 
 

鈴 

木 

択 

郎 
  
 
 

日
本
中
国
友
好
協
会
御
中 
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Ⅱ‐4‐b 

1 
 

日
中
親
善
へ
新
風 

 

初
の
大
学
交
流 

愛
大
が
視
察
団
計
画  

 
 

 
 

 

中
日
大
辞
典
に
新
語
を
取
り
入
れ 

 

将
来
は
留
学
生
も 

 

 

【
豊
橋
】
政
、
財
界
を
中
心
と
し
て
進
め
ら
れ
る
日
中
交
流
の
中
で
、
こ
ん
ど
は
文
化
交
流
の
一
役
を

に
な
っ
て
豊
橋
市
の
愛
知
大
学
（
細
迫
朝
夫
学
長
）
の
教
授
陣
が
訪
中
す
る
。
同
大
学
は
二
十
五
日
、

同
大
学
編
さ
ん
の
中
日
大
辞
典
刊
行
会
評
議
員
会
を
開
き
、
同
辞
典
改
訂
の
た
め
に
学
術
視
察
団
を
中

国
へ
送
る
こ
と
を
決
め
た
。
国
慶
節
祝
賀
の
た
め
、
二
十
七
日
に
訪
中
す
る
日
中
友
好
協
会
（
正
統
）

訪
中
代
表
団
の
穂
積
七
郎
氏
（
前
社
会
党
代
議
士
）
が
中
国
側
へ
計
画
を
伝
え
る
が
、
訪
中
の
了
解
が

得
ら
れ
れ
ば
、
大
学
単
位
と
し
て
は
戦
後
初
の
学
術
視
察
団
と
な
り
、
日
中
文
化
交
流
の
新
し
い
ペ
ー

ジ
を
開
く
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。  

 

愛
知
大
学
は
戦
前
、
中
国
研
究
の
メ
ッ
カ
と
い
わ
れ
た
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
の
関
係
者
を
中
心
に

二
十
一
年
に
設
立
。
元
東
亜
同
文
書
院
大
学
長
の
故
本
間
喜
一
教
授
ら
中
国
関
係
の
教
授
陣
十
数
人
、

蔵
書
約
十
万
冊
を
持
ち
、
語
学
、
社
会
科
学
な
ど
各
方
面
の
中
国
研
究
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。  

 

「
中
日
大
辞
典
」
は
ま
ず
、
昭
和
六
年
ご
ろ
、
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
で
企
画
が
立
て
ら
れ
、
終
戦

直
前
に
は
資
料
カ
ー
ド
約
十
四
万
枚
が
集
め
ら
れ
た
が
、
敗
戦
で
カ
ー
ド
を
国
民
政
府
軍
に
接
収
さ
れ

た
。
し
か
し
、
終
戦
当
時
の
東
亜
同
文
書
院
大
学
長
で
、
の
ち
愛
知
大
学
学
長
に
な
っ
た
本
間
喜
一
氏

は
あ
き
ら
め
き
れ
ず
、
二
十
八
年
「
中
日
友
好
の
た
め
に
役
立
て
た
い
」
と
郭
沫
若
氏
に
返
還
を
願
っ

た
結
果
、
翌
年
の
引
揚
船
「
興
安
丸
」
で
、
日
中
友
好
協
会
へ
届
い
た
。
そ
こ
で
、
同
協
会
は
こ
れ
を

元
の
関
係
者
の
多
い
愛
知
大
学
に
ゆ
だ
ね
、
同
大
学
で
は
三
十
年
四
月
か
ら
鈴
木
択
郎
教
授
を
編
集
委

員
長
に
東
亜
同
文
書
院
大
学
の
元
教
授
や
愛
知
大
学
関
係
者
が
編
集
に
取
組
み
、
四
十
三
年
二
月
に
完

成
さ
せ
た
。  

 

Ｂ
６
版
、
約
二
千
ペ
ー
ジ
。
集
録
さ
れ
た
語
い
は
戦
後
日
本
で
出
版
さ
れ
た
中
日
辞
典
が
六
万
五
千

語
な
の
に
対
し
、
約
十
三
万
語
。
文
字
改
革
が
取
入
れ
ら
れ
、
文
化
大
革
命
で
生
れ
た
新
語
も
収
ま
っ

て
お
り
、
第
一
版
一
万
部
は
売
切
れ
。
こ
と
し
四
月
に
第
二
版
六
千
部
を
出
し
、
年
間
千
五
百
部
ず
つ

四
年
間
で
売
る
予
定
だ
っ
た
の
が
、
こ
の
八
月
で
す
で
に
一
年
分
が
売
れ
、
中
国
研
究
者
の
間
で
活
用

さ
れ
て
い
る
。  

 

だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
版
で
は
、
文
化
大
革
命
後
の
中
国
の
変
化
が
ま
っ
た
く
取
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

「
文
革
は
、
中
国
史
上
、
ま
れ
に
み
る
精
神
的
大
事
件
だ
。
新
し
い
意
味
を
も
っ
た
コ
ト
バ
を
辞
書
に

取
入
れ
な
く
て
は
」
「
中
国
の
学
者
の
辞
書
に
対
す
る
評
価
も
聞
き
た
い
」
そ
ん
な
声
が
関
係
者
か
ら

強
く
あ
が
り
、
こ
こ
数
ヶ
月
、
検
討
を
重
ね
、
こ
の
日
の
評
議
委
員
会
で
訪
中
計
画
が
正
式
に
決
っ
た
。  
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Ⅱ‐4‐b 

2 
 

 

訪
中
団
メ
ン
バ
ー
は
鈴
木
択
郎
教
授
、
今
泉
潤
太
郎
助
教
授
（
い
ず
れ
も
中
国
語
専
攻
）
の
ほ
か
、

社
会
科
学
関
係
教
授
陣
も
含
め
、
四
、
五
人
に
な
る
見
込
み
。
来
年
の
春
休
み
に
約
一
カ
月
訪
問
し
、

北
京
の
中
国
科
学
院
語
学
研
究
所
や
北
京
大
学
を
訪
れ
た
い
と
い
う
。  

 

こ
の
計
画
は
、
細
迫
学
長
が
郭
沫
若
中
日
友
好
協
会
名
誉
会
長
あ
て
に
手
紙
に
し
た
た
め
、
二
十
七

日
訪
中
す
る
穂
積
七
郎
氏
に
託
さ
れ
る
。
郭
会
長
は
中
国
側
に
保
管
さ
れ
て
い
た
東
亜
同
文
書
院
時
代

の
資
料
を
日
本
側
に
返
す
と
き
大
き
な
力
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
お
礼
の
意
味
も
こ
め
て
、
「
中
日
大

辞
典
」
第
二
版
も
一
冊
細
迫
学
長
か
ら
贈
呈
す
る
。 

 

同
大
学
で
は
、
訪
中
の
成
果
を
も
と
に
五
十
年
ご
ろ
に
第
三
版
を
出
す
計
画
だ
が
、
こ
の
訪
中
が
実

現
す
れ
ば
、
政
治
、
経
済
な
ど
社
会
科
学
関
係
の
訪
中
団
や
、
交
換
留
学
生
も
検
討
す
る
。  

 

中
国
研
究
所
（
東
京
）
の
話
で
は
、
戦
後
の
日
中
交
流
の
な
か
で
、
大
学
が
単
独
で
学
術
視
察
団
を

中
国
へ
送
る
の
は
初
め
て
と
い
い
、
実
現
す
れ
ば
、
画
期
的
な
で
き
ご
と
と
評
価
し
て
い
る
。  

 

細
迫
朝
夫
愛
知
大
学
学
長
の
話 

愛
知
大
学
は
中
国
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
り
、
中
国

ブ
ー
ム
に
乗
っ
た
計
画
で
は
な
い
。
地
道
な
学
問
の
面
で
交
流
し
、
本
格
的
な
日
中
交
流
に
力
を
尽
く

し
た
い
。  

 

穂
積
七
郎
氏
の
話 

訪
中
し
た
ら
郭
氏
の
ほ
か
要
人
に
も
積
極
的
に
話
し
、
実
現
に
努
力
す
る
。
文

革
の
成
果
を
正
し
く
取
入
れ
る
こ
と
は
何
に
も
ま
し
て
重
要
な
こ
と
と
思
う
。  

     

〔
注
〕
朝
日
新
聞 

昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
九
月
二
十
六
日
（
日
）
所
載
。 
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Ⅱ‐4‐i 

日
中
国
交
回
復
期
の
愛
知
大
学
と
中
国
と
の
「
新
証
言
」 

 

我
心
の
師
、
穂
積
七
郎
先
生
を
偲
ん
で 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

豊
橋
市 

伊
藤
般
展 

 

（
前
略
） 

 

一
九
七
二
年
の
日
中
国
交
回
復
直
前
、
穂
積
七
郎
先
生
は
、
周
恩
来
総
理
か
ら
密
か
に
日
中
国
交
回

復
の
話
の
連
絡
を
受
け
た
と
話
さ
れ
た
。
こ
の
連
絡
を
田
中
〔
角
栄
〕
総
理
に
伝
え
、
田
中
総
理
の
依

頼
も
受
け
、
国
交
回
復
の
根
回
し
の
た
め
訪
中
さ
れ
周
恩
来
総
理
と
会
談
さ
れ
た
。
出
発
の
３
日
前
に

穂
積
先
生
か
ら
是
非
逢
い
た
い
と
お
電
話
を
い
た
だ
き
、
来
豊
さ
れ
た
先
生
を
お
迎
え
し
、
豊
橋
市
内

と
南
設
〔
南
設
楽
郡
〕
を
一
緒
に
廻
っ
た
。
夜
、
東
京
に
お
帰
り
を
豊
橋
駅
に
お
見
送
り
す
る
と
き
先

生
は
「
周
総
理
に
何
か
お
願
い
す
る
こ
と
は
な
い
か
ね
」
と
尋
ね
ら
れ
た
。
私
は
「
愛
知
大
学
の
学
術

交
流
の
実
現
に
協
力
し
て
欲
し
い
」
と
お
願
い
し
た
。 

 

当
時
愛
知
大
学
の
学
長
で
あ
っ
た
細
迫
〔
朝
夫
〕
先
生
に
早
速
報
告
し
、
親
書
を
書
い
て
い
た
だ
い

た
。
こ
れ
を
周
総
理
に
お
届
け
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
２
人
で
羽
田
空
港
に
穂
積
先
生
を
お
見
送
り
し

た
。
先
生
は
お
約
束
通
り
、
こ
れ
を
周
総
理
に
お
渡
し
く
だ
さ
り
一
九
七
三
年
六
月
周
総
理
の
母
校
、

天
津
の
南
開
大
学
に
愛
知
大
学
が
学
術
交
流
団
の
派
遣
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
愛
知
大
学
の
訪

中
団
は
中
国
語
研
修
の
泰
斗
鈴
木
択
郎
教
授
を
団
長
と
す
る
４
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は

細
迫
元
学
長
以
外
御
存
じ
な
い
穂
積
先
生
の
愛
知
大
学
日
中
交
流
の
功
績
と
思
う
。 

（
後
略
） 

     〔
注
〕「
愛
知
大
学
史
研
究
」
第
一
号
（
二
〇
〇
九
年
三
月 

愛
知
大
学
東
亜
同
文
書
院
記
念
セ

ン
タ
ー
発
行
）
所
載
。 

６‒１ｃ
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Ⅱ‐4‐c 

细迫朝夫先生： 
  您给郭沫若先生的信，郭先生已经读过並表示感谢。 
铃木择郎教授等访华事，已托有关部门研究。 
新年之际，敬祝身体健康。 
 
 
                               中国日本友好协会 
                                      一九七二年一月三日 
 
 
 
（訳） 
細迫朝夫先生 
 郭沫若先生宛の貴信、すでに郭先生は目を通され謝意を表されました。鈴木擇郎教授

らの訪中の件、すでに関係部門に研究させております。 
 新年に際し、ご健康をお祈り致します。 
                  中国日本友好協会 
                     1972 年 1 月 3 日 
  
 
 
 
 
 
〔注〕公用便箋を用いず、普通の便箋に手書きで 6 行の文。署名や公印も無く

文化大革命中の混乱がうかがわれる。 
 

６‒１ｄ
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Ⅱ‐4‐d (1) 

郭沫若先生：敬启者，曾于去年九月本校前任校长细迫朝夫先生拜托穗积七郎先生呈上一

函，表示本校教授铃木择郎先生等数名甚愿访问贵国，参观与语言研究有关之各种学校、

机关等，接收种种指导，而将所获一切教益，予备在改订本校所编「中日大辞典」的时候，

有所反映到，以便该辞典在中日文化交流上更能进一步地尽责任。我们在该函上曾经表示，

还愿意在大学之间也能进行交流，而对于中日友好所贡献。 

 我方早在今年一月初接到贵方中日友好协会函，已悉前述我方一函，已蒙先生披阅，再

托有关部门研究。 

 不幸，我们校内发生一次长期纷争，以致前任校长细迫先生辞职，本人于五月始继任。

因此，诸事处现拖延，甚感抱歉。本人对于上述前任校长计划，表示完全赞同，对于贵方

好意，表示深切的感谢。上面所请，如能在明年三，四月之间进行访问，呈所至感。 

 兹再托穗积先生趋前之幸便，向先生表示感谢，再请先生予以鼎立，是盼！敬祝 

健康！ 

 

 

爱知大学学长 

1972.7.18 

 
 
 
 
 
〔注〕穂積七郎氏は地元選出の社会党前代議士。 

６‒１ｅ(1)
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Ⅱ‐4‐d (2) 

中国日本友好协会：敬启者本校拟派铃木择郎等共四名，在今年四、五之间访问贵国，愿

向有关中国语言研究方面请求指教，顺路还参观各地，以资理解贵国社会情况。所得教益，

予备在将来改订“中日大辞典”时反映到。我们还愿意在大学之间也能够进行交流，而对

于中日友好有所贡献。前任校长细迫朝夫先生曾于 1971 年 9 月托穗积七郎先生捎带一翰

给郭沫若先生请求费神介绍。旋至 1972 年 1 月接到贵会给细迫校长的信。信上的话如下： 

          您给郭沫若先生的信，郭沫若先生已经读过并表示感谢。铃木择郎 

          教授等访华事，已托有关部门研究。（下略）  

                          中国日本友好协会   一九七二年一月三日 

 

但因 1971 年 10 月到 1972 年 3 月之间，我校有纠纷，关于访华之事，未能积极进行，甚

为遗憾。现在通过日本中国文化交流协会的介绍，再次请求考虑，将所请之事，予以准许，

是盼！ 

                              一九七三年一月十一日 

                                         爱知大学长  久 曾 神  升 

 

 

     附：访华团团员名单 

          铃 木 择 郎   （74 岁） 文学部教授（中国语学） 

          池 上 贞 一   （55 岁） 法经学部教授（中国政治史） 

          今 泉 润 太 郎（40 岁） 教养部助教授（中国语学） 

          中 岛 敏 夫   （41 岁） 文学部助教授（中国文学） 

 

 

 

 

 

〔注〕中日友好協会宛 訪中要望書。 

６‒１ｅ(2)
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Ⅱ‐4‐e 

郭沫若院长会见四位日本学者 

 

宾主进行了友好的谈话 

 

 

    新华社一九七三年六月二十三日讯 

中国科学院院长、中日友协名誉会长郭沫若，今天下午会见了《中日大辞典》的编纂者、

日本爱知大学铃木择郎、池上贞一、今泉润太郎、中岛敏夫四位学者。 
    宾主进行了友好的谈话。有关方面负责人和工作人员叶籁士、胡守鑫、李何林、崔泰

山等参加了会见。 
    铃木择郎等一行是应天津南开大学邀请前来我国访问的。他们结束在天津的参观访问

后，于六月二十二日到达北京。在京访问结束后，他们将赴西安、上海、广州等地参观，

然后回国。 
 
 
 
 
 
〔注〕人民日報 1973 年 6 月 24 日所載。 

６‒１ｆ
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Ⅱ‐4‐f 

1 
 

愛
知
大
学
通
信 

中
国
訪
問
で
大
き
な
成
果  

 
 

 
 

 
 

 
―
―

本
学
、
学
術
訪
中
団
一
行
帰
国
報
告―

―
 

 
 

 

高
く
評
価
さ
れ
た 

 
 
 
 

中
日
大
辞
典  

本
学
と
中
国
と
の
〝
き
ず
な
〟
復
活 

 

訪
中
レ
ポ
ー
ト 

 

本
学
と
中
国
と
の
絆
、
再
び
深
ま
る―

。
約
二
十
日
間
と
い
う
短
い
日
程
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
訪
中

団
の
中
国
で
の
足
あ
と
は
今
後
、
中
日
大
辞
典
の
た
め
の
資
料
交
換
の
ほ
か
、
広
く
学
術
交
流
へ
の
着

実
な
足
が
か
り
と
な
っ
た
。  

 

本
学
の
学
術
訪
中
団
（
団
長
・
鈴
木
択
郎
教
授
）
は
、
さ
る
六
月
十
五
日
出
発
し
、
実
り
多
い
成
果

を
得
て
七
月
五
日
帰
国
し
た
。
本
学
中
国
研
究
ス
タ
ッ
フ
が
出
版
し
た
中
日
大
辞
典
は
中
国
で
も
高
く

評
価
さ
れ
、
ま
た
全
面
改
訂
に
必
要
な
資
料
も
豊
富
に
収
集
。
さ
ら
に
南
開
、
復
旦
（
ふ
た
ん
）
両
大

学
と
の
学
術
交
流
や
広
州―

北
京―

天
津―

西
安―

上
海
な
ど
中
国
の
中
心
都
市
を
訪
れ
て
友
好
を
深
め

た
。  

 

北
京
で
は
、
郭
沫
若
中
国
科
学
院
長
と
会
見
し
「
人
民
日
報
」
紙
上
で
も
、「
友
好
深
め
る
日
本
の
学

者
」
と
し
て
、
大
き
く
報
道
さ
れ
る
な
ど
日
中
友
好
の
貴
重
な
か
け
橋
の
役
割
を
充
分
果
た
し
た
と
い

え
よ
う
。  

 

以
下
、
鈴
木
団
長
は
じ
め
訪
中
団
一
行
の
中
国
の
印
象
や
大
学
の
実
情
を
つ
ぶ
さ
に
報
告
し
て
い
た

だ
い
た
。 

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

学
会
の
交
流
を
開
い
た
訪
中 

団
長 

鈴
木
択
郎 

出 

発  
 

五
月
十
五
日
突
然
、
天
津
南
開
大
学
か
ら
招
待
電
報
を
受
け
取
っ
た
。
南
開
大
学
か
ら
招
待
さ
れ
た

理
由
は
、
当
方
の
訪
中
の
目
的
が
中
日
大
辞
典
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
、
科
教
祖
か
ら
文
科
系
の
三
大

愛
大
刊 

６‒２ａ
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Ⅱ‐4‐f 

2 
 

学
、
す
な
わ
ち
南
開
大
学
、
北
京
の
北
京
大
学
、
上
海
の
復
旦
大
学
に
依
頼
し
、
責
任
校
と
し
て
一
切

の
世
話
を
南
開
に
委
託
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
と
思
う
。  

 

前
に
中
日
大
辞
典
刊
行
会
評
議
会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
た
左
記
四
名
の
団
員
は
六
月
十
五
日

出
発
を
め
ど
に
直
ち
に
渡
航
手
続
を
開
始
し
た
。  

 

団
長 

鈴
木
択
郎
（
文
学
部
教
授
）  

 

団
員 

池
上
貞
一
（
法
経
学
部
教
授
）  

 

同 
 

今
泉
潤
太
郎
（
教
養
部
助
教
授
）  

 

同 
 

中
島
敏
夫
（
文
学
部
助
教
授
）  

 

訪
中
団
は
予
定
通
り
六
月
十
五
日
に
羽
田
を
た
っ
た
。 

 
 

 
 
 
 

 
  

 
 

香
港
、
広
州  

六
月
十
五
日
九
龍
空
港
着
、
一
泊
。
十
六
日
午
前
深
圳
か
ら
入
国
。
深
圳
に
は
南
開
大
学
か
ら
派
遣

さ
れ
た
天
津
国
際
旅
行
社
所
属
の
通
訳
符
言
氏
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。
広
州
駅
に
着
く
と
、
そ
こ
に
は

南
開
大
学
か
ら
派
遣
さ
れ
た
李
何
林
教
授
、
事
務
局
責
任
者
張
宗
法
氏
、
広
州
市
教
育
局
革
命
委
員
会

主
任
林
史
氏
、
師
範
大
学
教
授
李
顕
仁
氏
、
広
州
市
外
事
処
主
任
等
が
出
迎
え
て
下
さ
っ
た
。
李
何
林

教
授
は
張
宗
法
氏
か
ら
き
い
た
と
こ
ろ
で
は
一
九
二
七
年
八
月
、
南
昌
蜂
起
に
参
加
し
た
人
だ
と
の
こ

と
、
魯
迅
お
よ
び
近
代
文
学
研
究
で
有
名
な
人
で
あ
る
。  

 

こ
の
李
教
授
、
張
宗
法
氏
、
符
言
氏
は
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
旅
行
を
お
わ
り
、
こ
の
広
州
か
ら
出
国

す
る
ま
で
、
炎
暑
の
季
に
、
二
週
間
に
わ
た
り
ず
っ
と
わ
れ
わ
れ
に
つ
き
添
っ
て
世
話
を
し
て
下
さ
っ

た
。
わ
れ
わ
れ
が
御
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
感
謝
の
こ
と
ば
を
発
す
る
と
、「
わ
た
し
は
あ
な
た
よ
り
若
い
」

「
中
日
友
好
の
た
め
、
中
日
文
化
交
流
の
た
め
だ
」
と
い
わ
れ
、
労
を
い
と
わ
れ
な
か
っ
た
友
誼
の
厚

さ
と
誠
実
さ
と
に
は
敬
意
と
謝
意
を
表
せ
ざ
る
を
得
な
い
。  

 

わ
れ
わ
れ
は
特
別
の
待
遇
を
受
け
て
い
る
の
か
、
建
物
は
あ
ま
り
大
き
く
は
な
い
が
、
豪
華
に
し
て

閑
静
な
庭
園
の
あ
る
迎
賓
館
に
泊
め
ら
れ
た
。  

 

午
後
四
時
か
ら
車
三
台
に
分
乗
し
て
市
内
見
学
。
夜
は
教
育
局
主
任
林
史
氏
の
歓
迎
宴
に
招
待
さ
れ

た
。  

 

六
月
十
七
日
、
広
州
博
物
館
、
農
民
運
動
講
習
所
、
革
命
陳
列
館
見
学
。  

上
海
経
由―

北
京
へ  

 

午
後
四
時
三
十
五
分
広
州
発
飛
行
機
で
上
海
へ
、
六
時
二
十
一
分
上
海
着
。
空
港
で
夕
食
を
す
ま
し
、

七
時
五
十
分
発
北
京
へ
。
九
時
五
十
分
北
京
着
、
空
港
に
は
南
開
大
学
さ
し
ま
わ
し
の
自
動
車
三
台
と

用
務
員
二
人
と
が
待
っ
て
お
り
、
直
ち
に
天
津
へ
行
く
予
定
だ
っ
た
が
、
時
間
が
お
そ
い
の
で
北
京
へ

泊
る
こ
と
に
な
っ
た
。  

北
京
か
ら
天
津
へ  

 

六
月
十
八
日
、
九
時
出
発
、
途
中
天
安
門
前
で
下
車
、
人
民
英
雄
碑
を
見
て
天
津
へ
向
か
っ
た
。
道

路
は
舗
装
さ
れ
、
並
木
は
茂
っ
て
い
た
。
沿
道
に
は
農
民
た
ち
が
刈
り
と
っ
た
小
麦
を
路
上
に
ひ
ろ
げ
、

そ
の
上
を
自
動
車
を
通
ら
せ
自
然
脱
穀
を
し
て
い
た
。
農
民
が
だ
い
じ
に
さ
れ
る
お
国
柄
で
あ
る
。
農

６‒２ａ
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3 
 

民
の
便
利
の
た
め
に
は
交
通
上
の
不
便
な
ど
問
題
で
は
な
い
ら
し
い
。
も
っ
と
も
交
通
量
は
極
め
て
少

な
い
。
道
路
は
た
い
ら
で
、
両
側
は
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
河
北
平
野
で
あ
る
。
見
わ
た
す
限
り
の
畑
、
そ

の
間
に
農
村
が
点
在
し
て
い
る
。  

 

午
後
一
時
頃
天
津
着
。
南
開
大
学
の
人
に
迎
え
ら
れ
て
天
津
飯
店
（
元
英
租
界
の
ア
ス
ト
ロ
ホ
テ
ル

だ
っ
た
と
の
こ
と
）
へ
入
っ
た
。
四
時
か
ら
李
何
林
教
授
と
の
日
程
の
打
ち
合
わ
せ
。
三
日
間
を
天
津

で
消
化
し
、
あ
と
は
北
京
、
上
海
を
経
て
広
州
へ
六
月
三
十
日
着
、
全
工
程
飛
行
機
利
用
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
当
方
か
ら
西
安
を
加
え
、
上
海
広
州
間
を
汽
車
に
す
る
よ
う
要
望
し
た
。  

夜
は
天
津
市
革
命
委
員
会
副
主
任
（
旧
副
市
長
に
当
る
）
王
曼
恬
女
史
の
招
宴
あ
り
、
李
何
林
氏
ほ

か
数
氏
お
よ
び
外
事
処
副
主
任
等
が
陪
席
し
た
。  

南
開
大
学
の
概
況  

 

六
月
十
九
日
、
九
時
、
中
国
製
自
動
車
「
上
海
」
三
台
に
分
乗
し
て
南
開
大
学
へ
。  

 

会
場
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
中
文
系
の
校
舎
へ
つ
く
と
革
命
委
員
会
副
主
任
（
旧
称
副
校
長
に
当
る
）

呉
大
仼
氏
は
じ
め
、
中
文
系
、
歴
史
系
、
日
文
教
研
組
の
諸
教
授
多
数
が
建
物
の
前
に
出
て
拍
手
と
握

手
で
迎
え
て
く
れ
た
。
帰
る
と
き
も
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な  

送
迎
は
朝
夕
ば
か
り
で
は
な
く
、
昼
飯
に
帰
る
と
き
も
同
様
で
、
毎
日
こ
れ
が
く
り
か
え
さ
れ
た
。
午

後
は
副
主
任
か
ら
南
開
大
学
の
概
況
の
説
明
が
あ
っ
た
。  

 

南
開
大
学
は
一
九
一
九
年
に
設
立
さ
れ
た
私
立
大
学
で
あ
っ
た
。
一
九
四
九
年
に
一
た
ん
解
散
さ
れ

改
め
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
は
全
国
か
ら
学
生
を
募
集
す
る
全
国
性
文
理
科
大
学
で
あ
る
。
学

部
は
九
系
（
学
部
）
、
二
八
専
業
（
専
攻
）
が
あ
る
。
九
系
は
中
文
、
外
文
、
歴
史
、
哲
学
、
政
治
経

済
学
、
数
学
、
化
学
、
物
理
生
物
で
あ
る
。
敷
地
は
二
百
万
平
方
メ
ー
ト
ル
。  

 

文
化
大
革
命
後
数
年
間
は
他
大
学
同
様
学
生
募
集
を
中
止
し
、
一
九
七
一
年
九
月
に
募
集
を
行
い
、

現
在
は
第
二
年
次
ま
で
し
か
な
い
。
現
在
学
生
数
は
一
四
七
〇
名
、
今
年
九
月
に
は
九
六
〇
名
を
募
集

す
る
。
将
来
は
四
〇
〇
〇
～
五
〇
〇
〇
名
に
達
す
る
予
定
。
入
学
資
格
は
初
級
中
学
卒
業
（
現
在
高
級

中
学
卒
業
者
は
な
い
）
で
二
年
以
上
の
工
、
農
、
兵
の
労
働
歴
あ
り
、
各
単
位
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
も

の
を
大
学
が
復
試
を
行
っ
て
入
学
さ
せ
る
。  

 

教
学
方
針
は
一
九
五
八
年
八
月
毛
主
席
が
こ
の
大
学
を
視
察
し
た
際
与
え
た
重
要
指
示
に
よ
っ
て

い
る
。
そ
の
れ
は
、
一
、
党
委
員
会
に
よ
る
指
導
、
二
、
大
衆
路
線
に
よ
る
こ
と
、
三
、
教
育
は
生
産

労
働
と
結
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
学
生
、
教
授
は
旧
大
学
制
度
を
批
判
し
、

教
育
方
法
、
教
育
内
容
に
お
い
て
も
創
造
的
な
試
験
が
行
わ
れ
、
教
育
革
命
は
好
成
績
を
お
さ
め
た
。  

し
か
し
、
無
産
階
級
に
よ
る
指
導
権
は
解
決
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
劉
少
奇
ら
に
よ
る
修
正
主
義

教
育
路
線
が
系
統
化
さ
れ
、
毛
沢
東
指
示
に
よ
る
教
育
革
命
は
一
九
六
六
年
の
プ
ロ
文
化
大
革
命
を
待

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。  

 

呉
副
主
任
の
概
況
説
明
の
後
、
中
文
関
係
の
授
業
参
観
、
図
書
館
見
学
を
お
わ
り
、
一
た
ん
宿
舎
に

帰
り
、
昼
食
、
休
息
の
後
二
時
半
か
ら
特
種
工
芸
品
（
蠟
石
彫
刻
）
工
場
を
見
学
。  

「
中
日
大
辞
典
」
検
討
会  

六
月
二
十
日
、
午
前
は
九
時
か
ら
十
一
時
半
ま
で
、
午
後
は
二
時
二
十
分
か
ら
六
時
ま
で
中
日
大
辞
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典
に
対
す
る
評
価
や
検
討
が
あ
っ
た
。  

 

翌
二
十
一
日
も
午
前
八
時
五
十
分
か
ら
十
二
時
ま
で
同
様
の
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
中
文
系
、
歴
史
系
、

日
語
教
研
室
等
の
教
授
七
名
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。
各
教
授
は
「
不
成
熟
な
意
見
だ
か
ら
御
参
考
に
な

れ
ば
幸
で
あ
る
」
と
前
置
き
を
い
わ
れ
な
が
ら
、
み
な
よ
く
研
究
し
て
お
ら
れ
た
。
中
日
の
立
場
の
差
、

あ
る
い
は
わ
れ
わ
れ
編
者
の
不
勉
強
、
不
注
意
の
た
め
、
中
国
人
の
思
想
感
情
に
合
わ
な
い
表
現
な
ど

も
指
摘
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
非
常
に
有
益
で
あ
っ
た
。
時
に
は
き
つ
い
発
言
も
あ
っ
た
が
、
非

常
に
友
好
的
で
、
こ
の
辞
典
は
中
国
人
に
と
っ
て
も
必
要
な
辞
典
で
あ
る
か
ら
一
層
改
善
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
は
望
ま
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。  

 

午
後
は
わ
れ
わ
れ
代
表
団
か
ら
報
告
を
行
っ
た
。
鈴
木
団
長
は
「
日
本
の
中
国
研
究
と
愛
知
大
学
」、

池
上
教
授
は
通
訳
を
介
せ
ず
直
接
中
国
語
で
「
日
本
に
お
け
る
中
国
思
想
史
研
究
」
、
今
泉
助
教
授
は

「
愛
知
大
学
及
び
そ
の
他
の
大
学
な
ら
び
に
大
学
以
外
に
お
け
る
中
国
語
研
究
状
況
」
、
中
島
助
教
授

は
「
日
本
カ
ナ
と
日
中
友
好
」
と
い
う
題
で
報
告
を
行
っ
た
。
聴
講
者
は
南
開
大
学
中
文
系
の
教
授
、

研
究
員
等
約
四
十
名
で
あ
っ
た
。
予
定
の
時
間
も
だ
い
ぶ
過
ぎ
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
忙
し
い
方
は
自
由
退

出
さ
れ
ん
こ
と
を
申
出
た
が
、
一
人
も
退
出
し
た
人
は
な
か
っ
た
。  

南
開
大
学
へ
の
提
議  

 

報
告
終
了
後
、
代
表
団
よ
り
南
開
大
学
に
対
し
、
次
の
四
項
目
の
提
案
を
し
た
。  

 

一
、
愛
知
大
学
は
南
開
大
学
教
授
の
日
本
訪
問
を
歓
迎
す
る
。
期
間
は
二
週
間
と
し
、
時
期
は
貴
方
の

都
合
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
い
。
日
本
国
内
に
お
け
る
一
切
の
費
用
は
愛
知
大
学
が
負
担
す
る
。  

 

二
、
教
授
の
交
流
、
即
ち
教
授
が
相
手
方
の
国
に
あ
る
期
間
滞
在
し
て
研
究
す
る
場
合
、
相
互
に
援
助

す
る
。  

 

三
、
学
生
の
訪
問
旅
行
あ
る
い
は
短
期
の
滞
在
学
習
を
相
互
に
行
い
、
両
大
学
は
そ
れ
ぞ
れ
適
当
な
援

助
を
す
る
。  

 

四
、
研
究
上
に
お
け
る
交
流
を
深
め
、
研
究
資
料
、
出
版
物
の
交
換
を
行
う
。
中
日
大
辞
典
に
対
し
て

も
今
後
と
も
御
指
教
を
願
い
た
い
。  

 

提
案
を
終
わ
っ
て
両
大
学
の
間
に
贈
物
の
交
換
が
盛
ん
な
拍
手
裡
に
行
わ
れ
た
。  

 

南
開
大
学
か
ら
は
次
の
小
学
関
係
書
籍
四
種
が
贈
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
本
学
図
書
館
に
も
あ
る
も
の

だ
が
、
版
本
が
乾
隆
乃
至
同
治
の
も
の
で
珍
重
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
１
、
説
文
通
訓
定
声
。
２
、

方
言
。
３
、
経
伝
釈
詞
。
４
、
経
典
釈
文
。
代
表
団
か
ら
は
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
一
台
お
よ
び
中
日
大
辞

典
（
新
版
の
も
の
）
二
冊
を
贈
っ
た
。  

針
麻
酔
見
学  

 

六
月
二
十
二
日
、
八
時
天
津
医
院
の
骨
科
を
見
学
。
接
骨
は
針
麻
酔
を
か
け
手
法
で
復
位
し
、
二
枚

の
板
で
挟
ん
で
固
定
す
る
。
こ
の
間
患
者
は
す
こ
し
も
傷
み
を
感
じ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
石
膏

の
ギ
ブ
ス
は
回
復
を
お
く
ら
せ
る
の
で
使
用
し
な
い
と
の
こ
と
。
筆
者
も
骨
折
の
治
療
を
う
け
た
経
験

か
ら
、
こ
の
方
法
に
は
賛
成
で
あ
る
。
人
民
日
報
に
よ
れ
ば
こ
の
日
の
北
京
の
最
高
気
温
は
三
十
八
度

で
あ
っ
た
。 
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大
躍
進
の
西
安
・
上
海
都
市 

 
 
 

＝
至
れ
り
尽
く
せ
り
の
歓
迎
ぶ
り
＝  

 
 

 
 

 

本
学
卒
業
生
と
北
京
で
『
ニ
イ
ハ
オ
』 

 
 

 
 
 

 
 

 天
津
か
ら
北
京
へ  

 

十
二
時
南
開
大
学
で
呉
れ
副
主
任
は
じ
め
諸
教
授
が
出
席
し
、
学
内
厨
房
の
料
理
で
送
別
会
が
あ
っ

た
。
三
時
自
動
車
で
北
京
へ
。
六
時
す
ぎ
十
八
日
に
泊
っ
た
友
誼
賓
館
へ
入
っ
た
。  

郭
沫
若
氏
と
会
見
、
北
京
大
学
訪
問  

 

六
月
二
十
三
日
午
前
中
故
宮
内
の
首
都
文
物
出
土
品
展
覧
会
を
見
学
。
午
後
三
時
三
十
分
一
同
人
民

大
会
堂
北
京
市
庁
で
郭
沫
若
氏
（
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
副
委
員
長
、
科
学
院
長
）
に
会
見
。
先

方
列
席
者
は
葉
籟
士
、
胡
守
鑫
、
李
何
林
、
崔
泰
山
の
諸
氏
で
あ
っ
た
。
当
方
か
ら
は
中
日
大
辞
典
に

つ
い
て
は
当
初
か
ら
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
を
の
べ
、
郭
氏
か
ら
は
辞
典
二
千
冊
（
実
は
千

二
百
冊
）
の
寄
贈
を
受
け
た
お
礼
を
述
べ
ら
れ
た
。
文
字
改
革
な
ど
に
つ
い
て
な
ご
や
か
な
応
酬
が
あ

り
、
四
時
十
五
分
辞
し
た
。  

 

こ
の
後
北
京
大
学
訪
問
。
郵
便
局
か
ら
大
学
へ
書
物
を
送
る
の
に
意
外
に
暇
ど
り
、
北
京
大
学
へ
着

い
た
の
は
五
時
を
だ
い
ぶ
過
ぎ
て
い
た
。
革
命
委
員
会
副
主
席
や
諸
教
授
に
迎
え
ら
れ
、
先
ず
中
文
系

の
図
書
館
を
見
学
し
た
。
同
大
学
の
蔵
書
は
二
百
万
冊
、
日
文
の
図
書
だ
け
で
も
三
十
余
万
冊
あ
る
と

い
う
。
敷
地
は
も
と
の
燕
京
大
学
を
さ
ら
に
拡
張
し
た
も
の
で
丘
あ
り
林
あ
り
池
あ
り
川
あ
り
で
、
広

大
な
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
中
日
大
辞
典
に
関
す
る
準
備
は
し
て
い
て
く
れ
た
と
思
う
が
、
時
間
の

関
係
か
そ
の
話
は
出
ず
、
直
ち
に
革
委
副
主
任
の
招
宴
に
な
っ
た
。
陪
席
し
た
人
は
中
文
系
古
漢
語
専

業
の
老
教
授
周
祖
謨
氏
、
近
世
文
学
教
授
林
庚
氏
、
東
方
語
言
系
日
文
専
業
下
立
強
氏
等
で
あ
っ
た
。

周
教
授
は
漢
語
音
韻
研
究
で
有
名
で
あ
り
、
同
教
授
の
諸
論
文
は
読
ん
で
い
る
の
で
、
「
一
見
旧
知
の

如
し
」
で
あ
っ
た
。  

長
城
・
十
三
陵
・
故
宮  

 

六
月
二
十
四
日
午
前
中
八
達
嶺
の
長
城
、
十
三
陵
の
定
陵
、
長
陵
、
故
宮
博
物
館
内
近
代
絵
画
館
、

珍
宝
館
を
見
学
。  

愛
大
同
窓
生
の
招
宴  

 

夜
、
北
京
駐
在
ま
た
は
出
張
中
の
愛
知
大
学
卒
業
の
諸
君
か
ら
西
四
の
同
和
居
で
御
馳
走
に
な
っ
た
。

料
理
は
う
ま
か
っ
た
し
、
室
は
二
階
の
広
い
明
る
い
外
賓
用
の
も
の
で
、
階
下
の
中
国
人
用
の
狭
い
ほ

の
暗
い
室
と
は
だ
い
ぶ
ち
が
う
。
外
賓
優
遇
は
徹
底
し
て
い
る
が
、
毎
日
新
聞
の
高
田
氏
（
？
）
な
ど

に
は
外
賓
隔
離
と
感
じ
た
の
も
う
な
ず
け
る
。
客
側
に
は
、
わ
れ
わ
れ
一
行
の
外
、
本
学
名
古
屋
校
舎

図
書
館
に
お
り
、
今
年
四
月
再
度
北
京
大
学
か
ら
招
聘
さ
れ
た
岡
崎
兼
吉
氏
も
お
ら
れ
、
主
人
側
は
釜

井
卓
三
（
二
三
年
卒
、
読
売
新
聞
特
派
員
、
当
日
藤
山
愛
一
郎
氏
の
招
宴
が
あ
っ
た
の
で
職
掌
柄
欠
席
）、

鈴
木
康
雄
（
二
五
年
卒
、
東
工
物
産
）
、
水
野
忠
志
（
四
〇
年
卒
、
原
子
展
覧
会
の
た
め
出
張
中
）
、
伊

藤
嘉
彦
（
四
四
年
卒
、
東
工
物
産
）
、
浦
川
剛
（
四
四
年
卒
、
郡
是
産
業
）
、
大
水
利
夫
（
四
五
年
卒
、

太
洋
物
産
）
の
諸
君
で
あ
っ
た
。  
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西
安  

 

六
月
二
十
五
日
七
時
三
十
分
飛
行
機
で
西
安
へ
。
飛
行
機
は
「
農
業
は
大
寨
を
学
べ
」
で
有
名
な
大

寨
上
空
と
思
わ
れ
る
あ
た
り
を
通
過
、
段
々
畑
が
き
れ
い
な
貝
殻
を
伏
せ
た
よ
う
に
見
え
る
。
太
原
へ

着
陸
。
水
の
涸
れ
た
黄
河
の
上
空
を
横
切
り
、
十
二
時
西
安
着
。
西
安
市
革
命
委
員
会
外
事
処
主
任
、

西
北
大
学
教
授
楊
春
霖
氏
ら
の
出
迎
え
を
受
け
、
貴
賓
室
で
西
安
概
況
の
説
明
を
受
く
。
宿
泊
所
は
先

年
訪
中
の
と
き
泊
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
民
大
廈
で
あ
る
。  

 

西
安
に
は
名
勝
古
跡
が
多
い
。
有
史
前
の
も
の
は
六
千
年
前
の
村
落
遺
跡
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
に
す

っ
ぽ
り
屋
根
を
か
け
、
半
坡
博
物
館
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
。
有
史
以
後
で
は
三
千
年
前
の
西
周
以

来
、
秦
、
漢
、
唐
な
ど
二
千
年
に
わ
た
り
都
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
陜
西
博
物
館
、
秦
始
皇
帝
陵
、

小
雁
塔
、
大
雁
塔
、
華
清
池
、
そ
の
他
古
跡
名
勝
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。  

 

華
清
池
は
郊
外
三
十
キ
ロ
ば
か
り
の
と
こ
ろ
に
在
り
、
長
恨
歌
に
「
春
寒
賜
浴
華
清
池
」
と
歌
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
唐
玄
宗
と
楊
貴
妃
と
の
ロ
マ
ン
を
秘
め
た
温
泉
で
、
今
も
温
泉
は
滾
々
と
湧
出
し
て

い
る
。  

 

ま
た
同
じ
と
こ
ろ
で
一
九
三
七
年
に
は
蒋
介
石
が
麾
下
の
将
軍
に
監
禁
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
共

合
作
、
抗
日
統
一
路
線
が
で
き
た
重
大
な
意
義
の
あ
っ
た
西
安
事
変
は
こ
の
華
清
池
で
お
こ
っ
た
も
の

で
あ
る
。  

 

西
安
は
解
放
後
、
紡
績
を
主
と
す
る
軽
工
業
の
重
要
な
土
地
と
な
り
、
解
放
前
の
消
費
都
市
は
一
躍

し
て
重
要
な
生
産
都
市
と
な
っ
た
。
一
九
五
八
年
に
来
た
と
き
は
人
口
一
四
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い
た

が
、
現
在
は
二
五
〇
万
の
人
口
を
擁
す
る
大
都
会
と
な
っ
た
。  

上
海  

 

六
月
二
十
七
日
九
時
五
分
西
安
を
飛
び
立
ち
、
途
中
鄭
州
、
南
京
を
経
て
二
時
五
十
分
に
上
海
着
。

飛
行
機
は
西
安
か
ら
大
体
黄
河
の
南
、
秦
嶺
山
脈
を
眼
下
に
見
て
東
に
飛
ぶ
。
平
野
が
開
け
ん
と
し
鄭

州
に
着
く
。
鄭
州
を
飛
び
立
て
ば
景
観
は
陝
西
・
山
西
と
は
全
く
異
な
り
眼
下
は
一
面
の
河
南
、
江
蘇

の
大
平
原
、
大
小
の
湖
と
河
川
で
あ
る
。
機
は
東
南
へ
、
間
も
な
く
黄
龍
に
も
似
た
長
江
を
横
切
り
南

京
へ
着
陸
。
南
京
を
飛
び
た
て
ば
水
郷
の
上
を
飛
ぶ
こ
と
一
時
間
に
し
て
上
海
虹
橋
飛
行
場
に
着
く
。

外
事
処
の
人
や
復
旦
大
学
の
劉
大
杰
教
授
ら
に
迎
え
ら
れ
た
。
空
港
の
待
合
室
に
休
憩
し
て
い
る
と
日

航
機
が
出
発
す
る
こ
と
を
呼
び
掛
け
て
通
る
日
本
人
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
遺
骨
送
還
の
帰
り
で
、
本
学

の
前
同
窓
会
長
伊
藤
治
雄
君
も
乗
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。  

外
事
処
差
廻
し
の
例
の
「
上
海
」
三
台
に
分
乗
し
て
、
虹
橋
路
を
東
へ
走
っ
た
。
筆
者
が
終
戦
時
ま

で
二
十
八
年
間
住
ん
だ
と
こ
ろ
は
こ
の
道
路
に
沿
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
辺
は
す
で
に
市
街
化
し
て

お
り
、
そ
の
位
置
を
確
め
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
三
時
三
十
分
衡
山
賓
館
着
。
こ
の
ホ
テ
ル
は
戦

時
中
か
ら
あ
り
、
こ
の
辺
で
い
ち
ば
ん
高
い
十
四
階
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
十
四
階
か
ら
は
龍
華

の
塔
も
黄
浦
江
も
南
市
越
し
に
見
え
た
。  

 

夕
刻
一
時
間
あ
ま
り
の
時
間
を
利
用
し
て
南
京
路
へ
出
て
、
新
華
書
店
、
上
海
第
一
百
貨
商
店
（
元

の
大
新
公
司
百
貨
店
）
で
買
物
を
し
た
。
書
店
の
書
物
も
百
貨
店
の
商
品
も
少
な
く
、
街
の
外
観
は
古

ぼ
け
た
ま
ま
で
あ
り
、
バ
ス
の
ほ
か
自
動
車
は
ほ
と
ん
ど
通
ら
な
い
の
で
、
大
通
り
は
こ
と
ろ
き
ら
わ
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ず
横
断
す
る
人
々
で
ま
さ
し
く
歩
行
者
天
国
で
あ
る
。  

 

夜
は
上
海
市
革
命
委
員
会
副
主
任
劉
芳
女
史
の
招
宴
が
あ
っ
た
。
女
史
は
教
育
担
当
の
副
市
長
級
の

人
で
あ
る
。  魯

迅
墓
・
蕃
瓜
弄
・
五
七
幹
部
学
校  

 

六
月
二
十
八
日
、
上
海
工
業
展
、
虹
口
公
園
内
魯
迅
墓
お
よ
び
魯
迅
故
居
等
を
見
学
。
午
後
は
蕃
瓜

弄
と
そ
こ
の
託
児
所
訪
問
。
解
放
前
の
非
人
間
的
生
活
と
現
在
の
生
活
と
が
対
比
で
き
る
よ
う
に
し
て

あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
憶
苦
思
甜
」
の
見
本
で
あ
る
。
南
開
大
学
の
幼
稚
園
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
こ

こ
で
も
こ
ど
も
た
ち
は
声
を
そ
ろ
え
て
「
叔
叔
好
！
」
と
連
呼
し
て
い
た
が
、
筆
者
を
見
る
と
「
爺
爺

好
！
」
と
こ
と
ば
を
か
え
て
歓
迎
し
て
く
れ
た
。  

 

夜
七
時
か
ら
九
時
ま
で
五
七
幹
部
学
校
の
幹
部
お
よ
び
学
員
ら
四
名
か
ら
そ
の
学
校
の
情
況
を
説

明
し
て
も
ら
っ
た
。
上
級
幹
部
の
き
び
し
い
修
練
の
大
体
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
学
校
の
参
観
希
望
を
申

し
出
て
い
た
の
だ
が
、
学
校
ま
で
七
十
キ
ロ
も
あ
る
の
で
先
方
か
ら
来
て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
。  

復
旦
大
学
訪
問  

 

六
月
二
十
九
日
、
復
旦
大
学
訪
問
。
先
ず
革
命
委
員
会
副
主
任
か
ら
概
況
説
明
を
受
け
た
。  

 

本
校
は
解
放
前
は
国
民
党
の
重
点
大
学
で
あ
っ
た
が
規
模
は
小
さ
か
っ
た
。
開
放
後
規
模
は
拡
大
さ

れ
、  

敷
地
面
積
は
三
倍
、
建
物
は
四
倍
、
図
書
は
二
十
倍
で
一
六
〇
万
冊
に
な
っ
た
。
学
部
は
文
科
理
科
の

十
三
系
、
外
に
五
研
究
所
、
二
工
場
を
持
っ
て
い
る
。
学
生
二
三
九
〇
名
、
教
授
一
五
一
名
、
講
師
二

九
二
名
、
助
教
一
三
三
一
名
、
助
教
は
す
で
に
教
授
の
力
を
備
え
て
お
り
、
こ
れ
が
主
要
な
る
教
授
の

後
継
者
で
あ
る
。
こ
の
外
、
半
年
、
一
年
半
、
二
年
の
鍛
錬
班
、
訓
練
班
が
あ
る
。  

 

理
論
と
実
際
の
結
合
の
た
め
自
ら
二
工
場
を
経
営
し
て
お
り
、
文
科
学
生
は
農
村
や
工
場
へ
行
っ
て

労
働
し
、
階
級
闘
争
に
参
加
し
、
自
己
の
思
想
を
改
造
す
る
。
ま
た
社
会
調
査
を
し
て
放
送
や
新
聞
で

発
表
し
、
散
文
、
詩
、
小
説
な
ど
を
人
民
出
版
社
か
ら
出
版
し
た
。  

 

こ
の
大
学
は
日
本
語
教
育
に
は
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
日
本
語
教
室
を
参
観
、
朗
読
と
通
訳
と
を
や

っ
て
見
せ
て
く
れ
た
。
た
い
へ
ん
り
っ
ぱ
な
で
き
映
え
だ
っ
た
。
一
年
次
生
で
あ
っ
た
が
、
昨
年
九
月

入
学
し
た
の
だ
か
ら
、
ま
る
十
か
月
学
習
し
た
学
生
で
あ
っ
た
。
上
海
放
送
局
の
日
本
語
講
座
テ
キ
ス

ト
は
こ
の
大
学
の
日
語
教
研
室
編
纂
の
も
の
で
あ
る
。
時
間
は
わ
ず
か
一
時
間
だ
っ
た
が
、
こ
こ
で
も

中
日
大
辞
典
に
対
し
貴
重
な
批
評
を
受
け
た
。
午
後
、
虹
橋
人
民
公
社
見
学
。  

上
海
か
ら
広
州
へ  

 

六
月
三
十
日
、
上
海
駅
へ
着
き
貴
賓
室
に
時
間
待
ち
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
賓
館
か
ら
誰
か
が
忘
れ

た
上
着
を
と
ど
け
て
く
れ
た
。
忘
れ
物
は
迷
惑
を
か
け
る
の
で
日
頃
い
ま
し
め
合
っ
て
い
た
と
こ
ろ
だ

っ
た
。
忘
れ
た
上
着
は
今
泉
君
の
も
の
だ
っ
た
。
池
上
君
は
す
か
さ
ず
中
国
語
で
「
こ
の
人
は
わ
れ
わ

れ
の
秘
書
長
な
ん
で
す
よ
」
と
や
っ
た
の
で
一
同
ど
っ
と
笑
っ
た
と
い
う
喜
劇
が
一
幕
あ
り
、
八
時
四

十
八
分
汽
車
で
上
海
発
。
働
い
て
い
る
人
、
駅
の
風
景
、
川
の
流
れ
、
土
の
に
お
い
、
点
と
点
と
を
つ

な
ぎ
、
そ
の
両
側
に
広
が
る
面
を
見
、
中
国
を
じ
か
に
感
ず
る
こ
と
が
で
き
た
。
飛
行
機
で
二
時
間
の

と
こ
ろ
を
三
十
二
時
間
も
か
け
た
こ
と
に
悔
い
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
亜
熱
帯
の
夏
の
三
十
二
時
間
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は
、
同
行
し
て
下
さ
っ
た
李
教
授
ら
三
人
に
は
た
い
へ
ん
迷
惑
だ
っ
た
こ
と
で
申
訳
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
。
七
月
一
日
十
七
時
三
十
五
分
広
州
着
。
往
き
と
同
じ
く
教
育
局
長
林
史
氏
、
師
範
大
学
教
授
李
顕

仁
氏
、
外
事
処
主
任
等
の
人
々
に
迎
え
ら
れ
東
方
賓
館
へ
入
っ
た
。
夜
は
ま
た
も
林
局
長
の
送
別
の
宴

が
あ
り
、
こ
の
二
週
間
に
経
験
を
積
ん
だ
「
中
日
友
好
の
た
め
に
乾
杯
」
の
交
歓
が
あ
り
、
な
ご
や
か

な
一
夕
を
過
し
た
。  

香
港
へ  

 

七
月
二
日
、
昨
日
出
迎
え
て
下
さ
っ
た
人
々
、
二
週
間
同
行
し
て
世
話
を
し
て
下
さ
っ
た
南
開
大
学

の
李
教
授
、
張
宗
法
氏
ら
に
送
ら
れ
て
広
州
を
た
っ
た
。
深
圳
で
二
週
間
の
御
苦
労
を
謝
し
て
符
言
氏

と
別
れ
香
港
へ
向
か
っ
た
。
九
龍
の
美
麗
華
酒
店
（M

iram
ar  

H
otel

）
へ
入
っ
た
。  

 

七
月
三
日
、
車
で
香
港
島
一
巡
。  

 

七
月
四
日
、
九
時
報
告
会
の
打
合
わ
せ
を
し
、
午
後
は
買
物
や
市
内
見
物
に
費
し
た
。
夜
は
同
文
書

院
同
窓
会
香
港
支
部
の
諸
君
か
ら
招
待
を
受
け
た
。
客
側
は
わ
れ
わ
れ
一
行
四
名
、
今
春
早
大
を
出
て

三
菱
の
語
学
研
究
生
と
し
て
来
て
い
る
若
者
、
主
人
側
出
席
者
は
中
国
人
三
名
、
日
本
人
六
名
で
あ
っ

た
。
愛
大
卒
業
生
も
数
人
居
る
と
思
う
が
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
。  

帰
校
、
記
者
会
見
、
報
告
会  

 

七
月
五
日
、BO

AC

機
で
香
港
発
、
機
中
で
一
時
間
あ
ま
り
李
何
林
教
授
か
ら
き
い
た
南
開
大
学

中
文
系
教
学
情
況
に
つ
い
て
の
座
談
会
を
持
っ
た
。
昼
頃
羽
田
着
。
大
学
か
ら
は
庶
務
課
の
胡
麻
本
君

を
派
し
て
世
話
し
て
下
さ
っ
た
。
四
時
豊
橋
着
。
五
時
か
ら
第
一
会
議
室
で
記
者
会
見
を
し
て
報
告
し

た
。  

 

七
月
六
日
、
午
後
一
時
、
三
十
二
番
教
室
で
学
生
、
教
職
員
に
報
告
し
、
報
告
会
終
了
後
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
歓
迎
慰
労
会
が
あ
っ
た
。
こ
れ
で
わ
れ
わ
れ
の
訪
中
旅
行
は
「
勝
利
結
束
」
し
た
。  

  

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

『
中
国
の
大
学
』
訪
問
記 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

池
上
貞
一
教
授  

 

わ
れ
わ
れ
訪
中
団
が
中
国
に
滞
在
し
た
期
間
は
十
七
日
間
で
あ
り
、
こ
の
間
、
天
津
の
南
開
大
学
、

北
京
の
北
京
大
学
、
上
海
の
復
旦
大
学
の
三
大
学
を
訪
問
し
た
。
特
に
南
開
大
学
は
四
日
に
わ
た
っ
て

訪
問
し
た
の
で
、
同
大
学
で
の
見
聞
を
中
心
に
、
中
国
の
大
学
に
つ
い
て
、
盲
人
が
象
を
な
で
る
思
い

で
若
干
述
べ
て
み
た
い
。  

中
国
の
学
校  

 

天
津
で
は
ホ
テ
ル
と
南
開
大
学
の
間
を
自
動
車
で
往
復
す
る
途
中
に
よ
く
登
下
校
す
る
中
学
生
を

見
か
け
た
が
、
か
れ
ら
の
服
装
は
画
一
的
な
制
服
で
は
な
か
っ
た
。
小
学
生
も
大
学
生
も
し
か
り
で
あ

っ
た
。
ま
た
す
べ
て
の
学
校
は
昼
に
二
時
間
程
度
の
休
憩
時
間
が
あ
り
、
小
中
学
生
た
ち
は
自
宅
に
帰
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っ
て
昼
食
を
と
る
の
で
あ
る
。
建
国
後
、
学
校
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

大
都
市
の
新
設
小
中
学
校
の
な
か
に
は
既
存
の
他
の
建
物
を
利
用
し
た
も
の
も
か
な
り
あ
る
よ
う
で
、

し
た
が
っ
て
す
べ
て
が
標
準
的
な
大
き
さ
の
敷
地
と
建
物
を
備
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
上
海
で
も

世
話
役
の
話
で
は
、
一
部
に
二
部
授
業
を
や
っ
て
い
る
学
校
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
天
津

の
公
園
で
話
し
合
っ
た
中
学
生
は
、
授
業
料
は
一
学
期
四
元
（
二
学
期
制
、
一
元
は
日
本
円
の
百
四
十

円
）
で
教
科
書
は
購
入
す
る
、
外
国
語
は
英
語
を
週
四
回
（
週
三
回
の
中
学
も
あ
る
）
や
っ
て
お
り
、

天
津
第
二
〇
中
学
で
は
日
本
語
と
ロ
シ
ア
語
を
や
っ
て
い
る
、
八
月
に
は
学
校
か
ら
集
団
労
働
に
行
く

と
言
っ
て
い
た
。
な
お
文
化
大
革
命
後
の
教
学
改
革
に
よ
っ
て
、
中
国
の
教
学
過
程
は
小
学
五
年
、
中

学
五
年
（
初
級
中
学
三
年
、
高
級
中
学
二
年
）
、
大
学
三
年
に
短
縮
さ
れ
た
。  

広
大
な
南
開
大
学  

 

さ
て
、
話
を
大
学
に
戻
す
と
、
南
開
大
学
の
校
地
の
広
さ
は
東
西
二 

キ
ロ
、
南
北
一
キ
ロ
と
言
っ

て
い
た
か
ら
約
六
十
万
坪
で
あ
る
。
教
員
と
職
員
の
大
部
分
は
学
内
に
住
ん
で
お
り
、
学
内
に
は
教
・

職
員
の
子
弟
の
た
め
の
幼
稚
園
（
託
児
所
を
含
む
）
、
小
学
校
、
中
学
校
が
付
設
さ
れ
て
お
り
、
付
属

工
場
と
農
場
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
学
生
は
全
員
寄
宿
制
で
あ
り
、
学
費
、
生
活
費
は
す
べ
て
無
料
で

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
学
内
に
は
ペ
ン
キ
の
赤
い
地
に
白
字
で
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
書
か
れ
た
立
看
が

あ
ち
こ
ち
に
建
っ
て
い
た
が
、
文
革
時
の
「
大
字
報
」
は
す
っ
か
り
姿
を
消
し
て
い
た
。
学
内
に
は
解

放
軍
の
制
服
や
帽
子
を
被
っ
た
男
女
が
目
に
つ
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
解
放
軍
か
ら
選
抜
さ
れ
て
入
学
し

て
い
る
学
生
た
ち
で
あ
っ
た
。  

 

南
開
大
学
の
本
部
の
建
物
に
は
、「
中
国
共
産
党
南
開
大
学
委
員
会
」
と
「
南
開
大
学
革
命
委
員
会
」

と
い
う
二
枚
の
看
板
が
掛
か
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
革
命
委
員
会
が
大
学
の
管
理
機
関
で
あ
り
、
党
委

員
会
は
革
命
委
員
会
を
「
領
導
」
す
る
の
で
あ
る
。
大
学
は
幾
つ
か
の
系
（
学
科
）
か
ら
構
成
さ
れ
て

お
り
、
系
は
ま
た
幾
つ
か
の
教
研
室
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
全
体
の
管
理
機
構
と
し
て
は
①

党
委
員
会
領
導
下
の
革
命
委
員
会→

党
総
支
部
領
導
下
の
系
主
任
責
任
制→

党
支
部
領
導
下
の
教
研

室
主
任
責
任
制
の
三
級
制
を
と
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。  

 

南
開
大
学
の
教
室
棟
の
廊
下
の
壁
に
「
工
宣
隊
弁
公
室
」
の
名
札
が
か
か
っ
て
い
た
が
、
一
九
六
八

年
に
各
大
学
に
進
駐
し
て
き
た
工
宣
隊
（
労
働
者
毛
沢
東
思
想
宣
伝
隊
）
は
ま
だ
い
る
の
か
と
聞
い
た

と
こ
ろ
、
ま
だ
少
し
い
て
党
委
員
会
を
補
佐
し
て
い
る
、
解
放
軍
宣
伝
隊
は
撤
退
し
た
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
う
い
え
ば
南
開
大
学
革
委
会
主
任
は
軍
人
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
し
、
復
旦
大
学
で
説
明
に
当
た

っ
た
革
委
会
副
主
任
は
工
宣
隊
出
身
で
あ
る
と
の
説
明
を
う
け
た
。
な
お
復
旦
大
学
で
も
文
革
時
に
は

セ
ク
ト
間
の
激
し
い
対
立
は
あ
っ
た
が
武
闘
は
な
か
っ
た
。
最
も
激
し
い
武
闘
が
行
わ
れ
た
の
は
北
京

の
清
華
大
学
で
あ
る
。
復
旦
に
入
っ
て
き
た
工
宣
隊
は
約
千
名
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。  

 

中
国
の
大
学
は
、
一
般
に
は
○
○
大
学
と
よ
ば
れ
る
総
合
大
学
と
○
○
学
院
と
よ
ば
れ
る
単
科
大
学

か
ら
な
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
訪
問
し
た
三
大
学
と
も
全
国
性
（
ほ
か
に
地
方
性
の
が
あ
る
）
の
総

合
大
学
で
あ
る
が
、
南
開
大
学
は
中
文
、
歴
史
、
外
文
、
哲
学
、
政
治
経
済
学
、
数
学
、
生
物
、
物
理
、

化
学
の
九
系
、
二
十
八
専
攻
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。  

現
在
の
北
京
大
学  
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こ
れ
に
対
し
北
京
大
学
は
、
文
科
系
と
し
て
は
哲
学
、
中
文
、
外
文
、
歴
史
、
法
律
、
政
治
、
経
済
、

図
書
館
の
八
系
、
理
科
系
と
し
て
は
数
学
、
物
理
、
化
学
、
生
物
、
地
球
物
理
、
地
質
地
理
、
無
線
電

信
の
七
系
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
な
お
各
系
に
共
通
し
た
必
修
科
目
と
し
て
は
政
治
経
済
学
、
哲
学
、

中
共
党
史
が
あ
り
、
ま
た
休
暇
は
文
革
以
前
は
夏
と
冬
で
二
ヵ
月
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
夏
休
み
と
冬

休
み
で
一
カ
月
で
あ
る
。
中
国
の
す
べ
て
の
大
学
が
、
文
革
の
過
程
で
一
九
六
六
年
か
ら
七
〇
年
ま
で

の
約
四
年
間
学
生
募
集
を
停
止
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
南
開
大
学
で
は
七
一
年
に

正
式
募
集
を
始
め
、
六
月
中
旬
現
在
で
一
学
年
と
二
学
年
が
お
り
、
現
在
の
学
生
数
は
千
七
百
数
十
名

で
、
今
年
（
中
国
で
は
普
通
は
九
月
が
新
学
期
）
は
九
百
六
十
余
名
募
集
す
る
、
将
来
の
学
生
数
は
四
、

五
千
名
に
達
す
る
で
あ
ろ
う
と
言
っ
て
い
た
。
北
京
大
学
で
は
現
在
は
、
二
学
年
は
欠
け
て
お
り
、
一

学
年
と
三
学
年
し
か
お
ら
ず
、
学
生
数
は
四
千
余
人
で
あ
る
。
た
だ
し
法
律
系
と
心
理
学
専
攻
は
ま
だ

募
集
し
て
い
な
い
。
法
律
系
で
は
た
だ
公
安
、
司
法
関
係
公
務
員
の
短
期
訓
練
班
の
教
育
を
行
っ
て
い

る
だ
け
で
あ
る
と
言
っ
て
い
た
。
復
旦
で
は
七
〇
年
十
一
月
に
初
め
て
学
生
を
募
集
し
、
七
二
年
四
月

に
第
二
期
を
募
集
し
、
現
在
正
規
の
学
生
数
は
千
七
百
余
名
で
あ
る
と
言
っ
て
い
た
。
ま
た
西
安
の
西

北
大
学
で
は
六
月
現
在
一
学
年
し
か
お
ら
ず
、
上
海
の
交
通
大
学
で
は
ま
だ
学
生
募
集
が
行
わ
れ
て
お

ら
ず
、
今
年
は
募
集
す
る
そ
う
で
あ
る
。  

各
大
学
の
教
学
方
針  

 

中
国
の
各
大
学
の
教
学
方
針
は
、
南
開
大
学
の
説
明
で
は
、
文
革
直
前
ま
で
は
ソ
連
を
模
範
に
し
て

き
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
欧
米
と
な
ん
ら
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
修
正
主
義
的
で
あ
り
、
資
本
主
義

を
復
活
さ
せ
る
危
険
性
の
あ
る
方
針
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
文
化
大
革
命
は
、
そ
の
任
務
の
一
つ
と
し
て

教
学
改
革
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
が
、
南
開
大
学
の
説
明
で
は
改
革
は
毛
主
席
の
指
示
に
も
と
づ
い
て

進
め
ら
れ
た
。
指
示
の
重
点
は
、
①
教
育
は
必
ず
無
産
階
級
の
政
治
に
奉
仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
生

産
労
働
と
結
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

②
修
業
年
限
は
短
縮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
学
生
は
実
践
の

経
験
の
あ
る
労
働
者
、
農
民
の
な
か
か
ら
選
抜
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

③
学
生
は
文
化
を
学
ぶ
だ
け

で
な
く
、
工
業
を
学
び
、
農
業
を
学
び
、
軍
事
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ま
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級

の
批
判
も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
で
あ
る
。  

 

以
上
の
指
導
方
針
に
も
と
づ
い
て
、
ま
ず
入
学
者
の
選
抜
方
法
が
変
革
さ
れ
た
。
学
生
は
労
働
者
、

農
民
、
解
放
軍
の
な
か
か
ら
募
集
さ
れ
る
。
本
人
が
志
願
し
、
所
属
単
位
の
大
衆
か
ら
推
薦
さ
れ
、
上

級
機
関
（
人
民
公
社
か
ら
推
薦
さ
れ
る
場
合
に
は
県
の
党
委
員
会
）
の
承
認
を
得
た
も
の
の
な
か
か
ら

各
大
学
が
選
抜
す
る
。
条
件
に
な
る
の
は
、
①
本
人
の
政
治
的
態
度 

②
二
年
以
上
工
場
、
公
社
、
解

放
軍
に
勤
務
し
た
も
の 

③
初
級
中
学
卒
業
程
度
の
文
化
水
準
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
復
旦
大
学
の

日
語
専
攻
の
女
子
学
生
は
初
級
中
学
を
出
て
二
年
工
場
で
働
い
た
と
言
っ
て
い
た
。  

 

次
に
教
学
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
よ
う
に
学
校
で
の
み
教
学
が
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
「
開
門
弁

学
」
（
学
校
の
扉
を
社
会
に
開
い
て
教
学
を
行
う
）
の
方
針
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
第
一

に
教
師
、
学
生
が
工
場
、
農
村
に
出
向
き
生
産
労
働
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
肉
体
労
働
を
軽
べ

つ
し
、
労
働
者
、
農
民
を
軽
べ
つ
す
る
風
習
を
消
滅
さ
せ
、
労
働
者
、
農
民
と
の
間
を
感
情
的
に
融
合

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。  

６‒２ａ
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第
二
に
、
書
物
か
ら
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
理
科
系
は
実
際
に
工
場
や
農
村
で
生
産
に
従
事
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
実
践
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
し
、
労
働
者
、
農
民
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
文
科
系
も

社
会
調
査
や
社
会
に
出
て
関
連
の
あ
る
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
を
通
じ
て
生
き
た
教
育
を
受
け
、
ま
た

労
働
者
、
農
民
か
ら
教
え
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
に
社
会
に
お
け
る
階
級
闘
争
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
階
級
的
観
点
を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。  

 

ま
た
学
内
に
お
け
る
教
学
に
お
い
て
も
、
従
来
の
よ
う
に
教
師
が
講
義
を
し
、
学
生
が
聞
く
だ
け
で

は
な
く
、
学
生
が
自
分
で
思
考
し
自
分
で
問
題
を
分
析
し
解
決
す
る
能
力
の
養
成
が
目
ざ
さ
れ
て
お
り
、

教
師
は
観
点
や
方
法
上
の
指
示
を
与
え
る
の
だ
と
説
明
さ
れ
た
。
試
験
の
方
法
に
つ
い
て
も
、
つ
め
こ

み
式
や
ま
る
暗
記
式
の
試
験
方
法
に
反
対
し
、
問
題
を
分
析
し
解
決
す
る
能
力
を
測
定
す
る
こ
と
に
重

点
を
置
く
と
言
っ
て
い
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
教
学
改
革
は
ま
だ
試
験
的
段
階
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し

て
い
た
。  

 

中
国
の
大
学
は
、
ま
さ
に
わ
が
道
を
行
く
中
国
社
会
主
義
と
そ
の
現
状
の
反
映
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
教
学
改
革
か
ら
何
を
汲
み
と
る
べ
き
か
を
、
私
も
じ
っ
く
り
考
え
て

見
た
い
。  

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

中
日
大
辞
典
に
関
す
る
南
開
・
復
旦
両
大
学
で
の
座
談
会  

今
泉
潤
太
郎
助
教
授  

得
難
い
体
験  

 

二
週
間
余
に
わ
た
る
中
国
で
の
経
験
は
充
実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
訪
中
の
主
な
目
的
で
あ
る
中
日

大
辞
典
に
つ
い
て
の
座
談
会
、
そ
れ
は
天
津
南
開
大
学
で
一
日
半
、
上
海
復
旦
大
学
で
半
日
足
ら
ず
で

あ
っ
た
が
、
私
に
と
っ
て
こ
こ
で
の
時
間
は
得
難
く
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ま
、
当
時
の
座
談
を

録
音
し
た
テ
ー
プ
を
聞
き
整
理
し
な
が
ら
、
発
言
者
の
表
情
を
あ
ざ
や
か
に
思
い
出
す
。
と
き
に
激
し

た
口
調
で
話
さ
れ
た
Ｗ
教
授
、
講
義
の
際
と
変
ら
ぬ
態
度
で
諄
々
と
述
べ
ら
れ
た
温
和
な
Ｘ
教
授
、
闊

達
な
人
柄
そ
の
ま
ま
あ
け
っ
ぴ
ろ
げ
で
よ
く
笑
わ
れ
る
Ｌ
教
授
な
ど
、
そ
の
声
と
と
も
に
現
れ
て
く
る
。

緊
張
が
心
地
よ
く
覚
え
る
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。  

座
談
会
の
こ
と  

 

両
大
学
で
も
座
談
会
は
、
こ
こ
の
文
学
、
語
学
、
歴
史
関
係
の
二
十
名
余
り
の
先
生
方
が
出
席
さ
れ

て
行
わ
れ
た
。
先
方
に
は
数
冊
の
中
日
大
辞
典
が
備
え
て
あ
っ
た
。
か
な
り
の
時
間
に
わ
た
り
、
大
勢

で
こ
の
座
談
会
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
ら
し
く
思
わ
れ
た
が
、
そ
の
発
言
を
聞
く
に
及
ん
で
そ
れ
が
確

め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
各
人
の
発
言
が
重
複
し
て
い
な
い
こ
と
、
辞
典
本
文
全
般
に
お
よ
ん
で
指
摘
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
思
想
、
文
学
、
歴
史
、
言
語
の
各
面
か
ら
発
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
窺
え
た
。

銘
々
が
手
帳
に
書
き
こ
ん
だ
メ
モ
を
見
な
が
ら
意
見
を
述
べ
る
際
、
「
こ
れ
は
個
人
の
意
見
で
あ
り
、

成
熟
し
て
い
な
い
初
歩
的
な
意
見
に
す
ぎ
な
い
。
御
参
考
に
供
す
る
だ
け
で
あ
る
」
と
、
ど
の
発
言
者

６‒２ａ
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も
一
様
に
述
べ
ら
れ
る
。
発
言
内
容
は
時
に
厳
し
い
も
の
も
あ
っ
た
が
、
ま
こ
と
に
謙
虚
態
度
で
あ
っ

た
。
南
開
大
学
で
の
座
談
会
終
了
の
際
、
司
会
役
の
李
何
林
教
授
の
挨
拶
に
、
「
自
分
達
の
意
見
は
成

熟
し
て
い
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
誤
り
が
有
る
か
も
し
れ
ぬ
。
御
教
示
を
賜
り
た
い
。
ま
た
両
国
の
社

会
環
境
も
異
な
り
、
日
本
に
は
日
本
な
り
の
制
約
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
意
見
は
御
参
考
に
ま
で

述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
共
同
し
て
よ
り
よ
い
辞
典
を
作
り
あ
げ
た
い
と
い
う
考
え
か
ら
忌
憚
の
な
い
意

見
を
出
し
た
。
こ
れ
も
中
日
友
好
の
た
め
の
友
誼
の
発
露
と
考
え
て
い
る
。  

 
 

不
適
当
な
個
所
に
つ
い
て
は
御
諒
承
を
願
い
た
い
」
と
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
復
旦
大
学
の
方
々
も

全
く
同
じ
よ
う
な
態
度
で
あ
っ
た
。  

辞
典
の
評
価  

 

予
期
以
上
の
好
意
的
な
評
価
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
優
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、  

一
、
語
彙
が
豊
富
で
あ
る
。
現
代
漢
語
を
は
じ
め
、
方
言
、
旧
時
の
語
ま
で
広
く
集
め
て
い
る
。  

二
、
語
彙
の
選
択
及
び
語
義
、
解
釈
等
に
お
い
て
、
中
日
両
国
人
民
の
友
好
関
係
を
物
語
っ
て
い
る
。

事
物
の
真
実
を
反
映
し
て
い
る
。  

三
、
普
通
話
（
口
語
）
を
重
視
し
て
い
る
。  

四
、
審
音
表
に
基
づ
き
、
漢
語
併
音
方
案
に
依
っ
て
注
音
し
て
い
る
。  

五
、
簡
化
字
を
用
い
、
繁
体
、
異
体
を
並
記
し
て
い
る
。  

六
、
付
録
が
多
彩
で
、
特
に
日
中
字
形
対
照
表
は
便
利
で
あ
る
等
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
辞
典
は

中
国
語
を
学
ぶ
日
本
人
の
工
具
書
た
る
の
み
な
ら
ず
、
中
国
人
が
日
本
語
を
学
ぶ
の
に
も
役
立
つ
も
の

で
あ
る
。
中
日
文
化
交
流
、
人
民
往
来
を
促
進
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
た
。  

 

後
日
、
北
京
で
郭
沫
若
先
生
に
お
目
に
か
か
っ
た
際
に
も
、
さ
き
に
中
国
へ
寄
贈
し
た
一
千
二
百
冊

の
中
日
大
辞
典
は
、
各
方
面
で
活
用
さ
れ
て
い
る
と
の
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
上
海
で
、

た
ま
た
ま
バ
ス
に
乗
り
合
わ
せ
た
女
性
が
一
冊
の
中
日
大
辞
典
を
所
持
し
て
い
る
の
を
見
か
け
て
問

い
質
し
た
と
こ
ろ
、
上
海
市
教
育
局
に
勤
務
し
て
い
る
と
の
返
事
で
あ
っ
た
。
思
い
も
し
な
い
場
所
で
、

中
日
大
辞
典
を
見
か
け
て
、
些
か
な
り
と
も
役
立
っ
て
い
る
と
偶
然
な
が
ら
確
認
で
き
た
。  

中
国
側
の
意
見  

 

座
談
会
で
述
べ
ら
れ
た
中
国
側
の
意
見
を
一
、
二
の
実
例
を
あ
げ
て
ま
と
め
て
紹
介
す
る
。  

一
、
中
国
人
民
の
思
想
、
感
情
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
。
事
物
の
真
実
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
。  

特
に
歴
史
事
件
に
対
す
る
説
明
は
一
歩
進
め
て
そ
の
本
質
を
暴
露
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。
例

え
ば
、
「
中
国
」
の
説
明
中
、
中
華
人
民
共
和
国
の
略
。
ま
た
「
為
」
の
の
解
釈
の
例
文
中
「
為
人
民

服
務
」
。
ま
た
「
毛
沢
東
思
想
」
の
説
明
な
ど
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
ま
た
「
頼
租
」
の
解
釈
即
ち
、

地
代
、
年
貢
な
ど
を
納
め
な
い
こ
と
と
あ
る
が
こ
れ
は
正
確
で
は
な
い
。
ま
ず
現
在
は
こ
の
よ
う
な
事

柄
自
体
が
存
在
し
な
い
。
従
っ
て
語
も
な
い
。
解
放
前
の
語
で
あ
る
旨
の
注
が
必
要
で
あ
る
。
旧
時
、

地
主
が
農
民
を
軽
蔑
し
て
言
っ
た
語
で
あ
り
、
こ
れ
は
農
民
が
地
主
に
反
抗
す
る
手
段
で
あ
る
「
抗
租
」

に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
「
長
髪
賊
」「
教
匪
」「
拳
匪
」
な
ど
の
語
は
封
建
地
主
階
級
の
農
民
階
級
に
対

す
る
蔑
称
で
あ
り
、
現
在
の
中
国
人
民
の
思
想
、
感
情
に
合
わ
な
い
。
ま
た
「
七
七
事
変
」
説
明
中
、

盧
溝
橋
で
勃
発
し
た
日
本
軍
と
中
国
軍
の
衝
突
事
件
云
々
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
日
本
軍
国
主
義
分
子
が
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中
国
軍
に
対
し
発
動
し
た
侵
略
戦
争
で
あ
る
。
歴
史
事
件
に
対
し
て
は
本
質
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
。  二

、
あ
い
ま
い
な
、
正
確
で
な
い
語
や
説
明
を
訂
正
す
る
こ
と
。「
脱
褲
子
」
は
「
脱
褲
子
割
尾
巴
」

と
し
て
用
い
る
。
元
来
「
割
尾
巴
」
に
重
点
が
あ
る
。
プ
チ
ブ
ル
思
想
を
刈
り
と
る
、
古
い
思
想
を
剔

抉
す
る
意
味
で
あ
り
、
説
明
中
の
パ
ン
ツ
を
脱
ぎ
云
々
は
事
実
に
合
わ
な
い
。
ま
た
「
最
可
愛
的
人
」

は
抗
米
援
朝
の
時
、
中
国
人
民
志
願
軍
に
対
す
る
親
し
み
の
称
で
あ
り
、
中
国
人
民
解
放
軍
に
対
し
て

の
そ
れ
は
「
親
人
」
と
言
う
。
ま
た
「
光
栄
之
家
」
は
戦
死
者
を
出
し
た
家
に
限
ら
な
い
。
中
国
人
民

解
放
軍
に
参
軍
し
た
者
の
家
族
及
び
革
命
烈
士
の
家
族
で
あ
る
。
ま
た
「
三
八
作
風
」
は
現
在
あ
ま
り

言
わ
な
い
。「
三
句
話
八
个
字
」
と
し
て
用
い
る
。
ま
た
「
三
大
規
律
」
は
「
三
大
紀
律
」
が
正
し
い
。

ま
た
「
民
警
」
は
「
人
民
警
察
」
の
略
で
あ
る
。
人
民
に
服
務
す
る
警
察
の
意
で
あ
り
、
「
公
安
局
」

の
こ
と
で
あ
る
。  

三
、
文
化
大
革
命
以
後
の
状
況
を
反
映
す
る
こ
と
。
「
紅
五
類
」
、
「
黒
五
類
」
、
「
自
来
紅
」
な
ど
は

一
部
の
誤
っ
た
考
え
か
ら
出
た
も
の
で
削
除
し
た
ら
ど
う
か
。「
五
類
分
子
」
も
同
様
で
あ
る
が
、「
四

類
分
子
」
は
あ
る
。
ま
た
「
劉
少
奇
」
は
、
か
つ
て
国
家
主
席
の
職
を
盗
み
と
り
、
一
九
六
八
年
あ
ら

ゆ
る
職
務
を
解
か
れ
永
久
に
党
か
ら
除
名
さ
れ
た
。  

四
、
規
範
化
さ
れ
た
語
と
そ
う
で
な
い
も
の
を
明
確
に
す
る
こ
と
。「
気
候
站
」
は
「
気
象
站
」
、「
無

投
信
」
は
「
無
着
郵
件
」
が
規
範
化
さ
れ
た
語
で
あ
る
。
外
国
の
地
名
の
音
訳
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

る
。
「
維
爾
賽
」
は
「
凡
爾
賽
」
が
正
し
い
。
ま
た
「
播
音
小
姐
」
、
「
紅
帽
」
、
「
売
地
契
」
な
ど
は
旧

時
の
語
で
あ
り
現
在
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
語
は
載
せ
な
い
か
、
載
せ
る
な
ら
ば
誤
解
を
与
え
な
い
よ

う
旧
時
と
注
し
て
お
き
、
現
在
は
使
わ
ぬ
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
く
。
こ
の
よ
う
な
取
扱
い
を
す

べ
き
語
は
多
い
。  

五
、
説
明
、
解
釈
の
日
本
語
は
中
国
人
に
と
っ
て
ま
た
と
な
い
日
本
語
学
習
上
の
教
材
の
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。 

「
我
来
試
試
看
」
を
「
ど
う
れ
、
私
が
試
し
て
み
よ
う
」
と
訳
し
て
い
る
よ
う
な
、

生
き
生
き
し
た
、
適
切
な
日
本
語
が
与
え
ら
れ
て
い
る
例
は
非
常
に
多
い
が
、
な
お
一
層
辞
典
の
隅
々

ま
で
気
を
配
っ
て
欲
し
い
。「
虚
心
」
を
「
す
な
お
に
」
、「
工
作
」
を
「
は
た
ら
く
」
、「
学
習
」
を
「
ま

な
ぶ
」
と
い
っ
た
よ
う
な
本
来
の
日
本
語
も
当
て
て
欲
し
い
。
「
工
作
す
る
」
、
「
学
習
す
る
」
と
い
っ

た
表
現
形
式
で
は
な
い
の
を
必
要
と
し
て
い
る
。
「
既
往
不
咎
」
を
「
水
に
流
す
」
、
「
挑
撥
離
間
」
を

「
水
を
差
す
」
と
し
た
い
。  

六
、
方
言
、
発
音
に
つ
い
て
。
こ
れ
ら
は
非
常
に
複
雑
で
判
断
は
容
易
で
な
い
が
と
前
置
き
し
、
八

方
言
区
に
分
け
た
ら
ど
う
か
。「
打
瞌
充
」
が
滬
方
言
と
あ
る
の
は
呉
方
言
、
ま
た
「
打
整
」
、「
打
皺
」

は
北
方
方
言
で
あ
る
。
俗
語
を
区
別
し
て
標
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
上
品
な
語
に
対
し
て
卑
俗
な
語

の
謂
い
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
で
は
普
通
話
と
方
言
の
別
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
「
成
績
」
、
「
干
部
」
な

ど
は
完
全
に
軽
声
で
あ
る
。  

 

以
上
六
点
に
ま
と
め
て
紹
介
し
た
。
指
摘
は
二
百
個
所
に
及
ん
だ
。
現
在
こ
れ
ら
を
整
理
し
他
日
の

検
討
に
供
す
る
べ
く
仕
事
を
始
め
か
け
て
い
る
。
た
だ
甚
だ
残
念
で
あ
っ
た
の
は
、
中
国
滞
在
日
数
が

少
な
く
、
日
程
の
関
係
で
、
北
京
大
学
、
復
旦
大
学
で
の
座
談
会
に
は
十
分
な
時
間
を
と
る
こ
と
が
で
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き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
発
言
を
予
定
さ
れ
て
い
た
人
々
の
全
員
が
意
見
を
述
べ
る
と

い
う
わ
け
に
い
か
ず
、
ま
た
発
言
さ
れ
た
人
で
も
か
な
り
内
容
を
割
愛
し
て
話
さ
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

返
す
返
す
も
心
残
り
で
あ
る
。
し
か
し
今
後
継
続
的
な
大
学
間
の
交
流
が
軌
道
に
乗
れ
ば
、
今
回
の
座

談
会
で
指
摘
さ
れ
た
も
の
の
外
、
更
に
よ
り
多
く
の
教
示
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
一
層
充
実
し
た

辞
典
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。
将
来
こ
れ
が
実
現
す
る
日
の
一
日
も
早
か
ら
ん
こ
と
を
願
う
と

と
も
に
現
在
に
お
い
て
も
出
来
る
だ
け
の
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
と
思
う
も
の
で
あ
る
。  

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

中
国
の
印
象 

中
島
敏
夫
助
教
授  

北
京
上
空  

 

飛
行
機
の
外
は
も
う
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
て
い
た
が
、
西
と
思
わ
れ
る
右
後
方
の
地
平
線
の
あ
た
り

の
空
だ
け
に
、
ま
だ
わ
ず
か
な
明
り
が
残
っ
て
い
た
。
私
は
中
国
民
航
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
右
窓
側
に
坐

り
、
窓
に
顔
を
く
っ
つ
け
て
外
を
見
つ
づ
け
て
い
た
。
広
州
か
ら
上
海
へ
飛
び
、
上
海
空
港
で
夕
食
を

と
り
、
上
海
発
、
夜
七
時
四
十
五
分
、
北
京
へ
向
か
っ
た
。
も
う
一
時
間
半
近
く
飛
ん
だ
。
遠
い
空
で

音
も
な
く
雷
が
光
る
。
下
を
見
お
ろ
す
と
、
暗
い
が
高
度
が
低
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
判
る
。
じ
っ

と
目
を
凝
ら
し
て
い
る
と
、
ち
ょ
う
ど
、
蛍
の
淡
い
光
の
よ
う
に
暗
い
光
が
、
微
か
に
点
在
し
て
い
る
。

人
家
の
灯
だ
ろ
う
。
も
う
北
京
へ
着
く
頃
だ
。
こ
の
機
は
時
速
八
五
〇
キ
ロ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、

や
が
て
蛍
の
光
は
数
を
増
し
た
。
あ
た
か
も
、
散
り
ば
め
た
宝
石
が
、
暗
闇
の
中
で
青
く
静
か
に
光
る

王
冠
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
く
る
。
高
度
が
下
が
る
や
が
て
一
列
に
並
ぶ
光
が
は
っ
き
り
目
に
入
る
。
道

か
。
そ
し
て
あ
の
王
冠
の
よ
う
な
光
が
、
北
京
な
の
か
。
私
の
頭
の
中
に
、
か
っ
て
札
幌
か
ら
羽
田
へ
、

夜
、
着
い
た
と
き
の
こ
と
が
浮
か
ん
だ
。
あ
の
時
は
、
確
か
に
声
を
呑
む
よ
う
な
驚
き
だ
っ
た
。
窓
か

ら
見
お
ろ
し
た
視
界
全
体
が
、
見
渡
す
か
ぎ
り
の
灯
の
海
だ
っ
た
。
旋
回
す
る
に
つ
れ
、
そ
の
灯
の
海

は
斜
め
に
傾
い
て
、
ど
こ
ま
で
も
続
い
た
。
あ
の
東
京
の
夜
景
に
く
ら
べ
る
と
、
何
と
控
え
目
な
輝
き

だ
ろ
う
か
。
下
は
も
う
市
街
と
い
う
よ
り
は
広
い
田
園
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
が
、
す
で
に
北
京
も
郊
外

な
の
か
。
わ
れ
わ
れ
の
飛
ん
だ
下
に
毛
沢
東
主
席
が
実
際
に
い
た
の
か
、
彼
は
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
な
ど
、
と
り
と
め
も
な
い
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
、
北
京
へ
来
た
と
い
う
こ
と
が
実
感
と
な
っ
て
感

じ
ら
れ
て
き
た
。
や
が
て
飛
行
機
は
着
陸
態
勢
に
入
っ
た
。  

夜
の
天
安
門  

 

空
港
か
ら
は
三
台
の
車
、
中
国
製
「
上
海
」
で
市
内
に
向
か
っ
た
。
空
港
を
出
た
所
は
、
も
う
す
っ

か
り
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の
並
木
道
。
そ
の
一
直
線
の
道
を
時
速
六
、
七
十
キ
ロ
で
走
っ
た
。
街
路
灯

の
つ
か
ぬ
真
暗
な
道
で
、
車
は
前
照
灯
を
消
し
て
、
小
さ
な
車
巾
灯
だ
け
で
走
っ
た
。
時
た
ま
す
れ
ち

が
う
対
向
車
も
同
じ
よ
う
に
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
消
し
て
近
づ
い
た
。
交
叉
す
る
道
路
と
の
四
つ
辻
に
は
、

真
中
に
赤
い
電
灯
が
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
た
。
そ
の
真
暗
な
路
を
、
時
々
、
灯
も
つ
け
ず
自
転
車
を
走
ら
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せ
る
人
が
あ
っ
た
。
夜
の
仕
事
を
終
え
た
人
、
あ
る
い
は
今
か
ら
仕
事
に
向
か
う
人
の
よ
う
だ
っ
た
。

工
場
は
大
体
三
交
代
で
フ
ル
に
動
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
市
内
に
入
る
と
「
通
宵
商
店
」
、
終

夜
営
業
の
店
が
開
い
て
い
た
。
私
の
横
に
は
張
宗
法
さ
ん
が
坐
っ
て
い
た
。
彼
は
二
十
七
、
八
歳
、
労

働
者
出
身
と
い
っ
た
感
じ
で
、
広
州
ま
で
李
何
林
教
授
と
と
も
に
、
出
迎
え
て
く
れ
た
南
開
大
学
の
事

務
主
任
。
助
手
席
に
大
学
の
工
作
員
の
耿
書
豪
さ
ん
、
そ
れ
に
運
転
手
の
汪
さ
ん
。
皆
で
充
分
中
国
語

の
理
解
で
き
ぬ
私
に
対
し
て
、
丁
寧
に
一
生
懸
命
、
判
ら
せ
よ
う
と
努
力
し
て
く
れ
る
。
道
巾
二
百
メ

ー
ト
ル
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
広
い
通
り
を
通
っ
て
い
る
時
、
張
さ
ん
が
右
側
を
指
さ
し
て
教
え
て

く
れ
た
。
天
安
門
だ
っ
た
。
北
京
到
着
の
直
後
に
天
安
門
を
見
よ
う
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
だ
け

に
、
そ
の
赤
い
城
門
が
暗
い
か
す
か
な
照
明
の
中
に
浮
か
ぶ
光
景
は
、
私
に
と
っ
て
は
夢
を
見
る
よ
う

な
風
情
で
あ
っ
た
。  

北
京―

西
安―

上
海  

 

わ
れ
わ
れ
の
旅
行
は
、
北
京―

天
津
間
の
往
復
に
は
車
を
使
っ
た
。
一
六
〇
キ
ロ
、
二
時
間
余
り
の

行
程
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
は
、
飛
行
機
と
汽
車
だ
っ
た
。
最
後
の
上
海―

広
州
間
は
、
最
初
、
飛
行
機

の
予
約
ま
で
と
っ
て
あ
っ
た
の
を
無
理
に
汽
車
に
変
更
し
て
も
ら
っ
た
。
浙
江
・
江
西
・
湖
南
・
広
東

省
を
横
断
す
る
三
十
三
時
間
の
大
旅
行
だ
っ
た
。
だ
が
こ
こ
で
は
北
京―

西
安
、
西
安―

上
海
の
空
の

旅
、
そ
の
空
か
ら
の
景
を
思
い
出
す
ま
ま
書
い
て
み
た
い
。
そ
れ
は
広
大
な
中
国
の
北
と
南
と
を
、
実

に
対
照
的
に
わ
れ
わ
れ
に
見
せ
て
く
れ
た
。
西
安
行
の
飛
行
機
は
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
ジ
ェ
ッ
ト
機

で
は
な
く
タ
ー
ボ
・
ブ
ロ
ッ
ポ
機
だ
っ
た
の
で
、
一
万
メ
ー
ト
ル
も
の
高
空
は
飛
ば
な
か
っ
た
。
下
が

手
に
と
る
よ
う
に
見
え
た
。
河
北
省
の
大
平
野
か
ら
、
山
西
省
に
入
る
と
、
山
ま
た
山
の
連
続
で
あ
る
。

空
か
ら
見
た
そ
の
景
は
、
あ
の
模
型
の
地
形
図
と
全
く
同
じ
だ
っ
た
。
白
褐
色
の
山
が
、
等
高
線
で
層

を
な
し
て
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
山
の
頂
き
ま
で
、
あ
る
い
は
高
台
状
の
上
ま
で
、
何
層
に
も
積
み

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
緑
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
畑
の
よ
う
だ
っ
た
。
文
字
通
り
耕
し
て
天
に
至
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
土
の
色
は
、
果
し
て
水
を
少
し
で
も
含
ん
で
い
る
の
か
。
模
型
の
地
形
図
に
は
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
深
い
切
れ
こ
み
が
入
っ
て
い
た
。
谿
谷
で
あ
る
。
し
か
し
よ
く
見
る
と
、
そ
の
谿
谷
は
、

あ
る
長
さ
が
続
く
と
途
切
れ
て
し
ま
う
。
出
口
、
入
口
が
な
い
。
そ
し
て
水
の
色
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。  

 

私
た
ち
の
飛
行
機
は
一
直
線
に
太
行
山
脈
を
横
断
し
て
い
た
。
後
で
地
図
を
見
て
気
づ
い
た
の
だ
が
、

私
た
ち
が
飛
ん
だ
や
や
南
の
方
に
、
大
塞
が
あ
っ
た
。
中
国
全
土
で
「
農
業
は
大
塞
に
学
べ
」
と
い
っ

て
い
る
、
あ
の
大
塞
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
文
字
通
り
「
愚
公
山
を
移
す
」
の
精
神
で
、
ほ
と
ん
ど
人
力

だ
け
で
山
に
穴
を
掘
り
抜
い
て
水
を
引
い
て
き
た
、
そ
の
苦
労
と
そ
の
必
要
性
、
そ
れ
を
私
は
ま
の
当

り
に
見
た
と
思
っ
た
。
今
年
は
、
中
国
の
南
方
で
は
水
が
多
過
ぎ
、
北
方
で
は
旱
ば
つ
だ
と
い
う
。
そ

う
言
え
ば
広
州
に
近
い
北
江
で
は
、
汽
車
の
中
か
ら
見
て
い
て
、
川
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ
の
水
の

中
に
電
柱
が
並
ん
で
い
た
。
張
さ
ん
の
話
で
は
、
北
で
は
『
旱
涝
保
収
』
、
旱
ば
つ
を
、
井
戸
を
掘
る

こ
と
に
よ
っ
て
乗
り
き
り
、
ほ
ぼ
平
年
作
を
保
っ
た
、
と
い
う
。
中
国
農
業
の
鍵
は
水
で
あ
る
。
そ
の

並
み
並
み
な
ら
ぬ
自
然
条
件
と
の
困
難
な
た
た
か
い
、
今
、
中
国
は
全
土
を
あ
げ
て
そ
れ
と
取
組
み
、

一
歩
一
歩
着
実
に
前
進
し
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
た
。  
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水
が
鍵
だ
と
い
う
こ
と
は
、
南
で
は
逆
の
意
味
で
そ
う
い
え
る
。
西
安
か
ら
鄭
州
・
南
京
を
経
て
上

海
へ
向
か
っ
た
、
空
か
ら
の
景
は
対
照
的
に
そ
の
姿
を
示
し
て
く
れ
た
。
十
二
時
、
鄭
州
を
飛
び
た
つ

と
、
真
下
に
見
え
る
川
の
水
は
、
鉱
石
を
洗
い
流
し
た
あ
と
の
よ
う
に
濁
っ
て
い
た
。
そ
の
赤
茶
け
た

色
の
川
に
、
緑
白
色
の
川
が
合
流
す
る
。
色
が
変
り
、
川
巾
が
広
が
る
。
山
地
を
抜
け
出
す
と
地
表
は
、

灰
褐
色
に
水
を
湛
え
た
水
田
と
緑
の
水
田
と
の
つ
ぎ
は
ぎ
模
様
で
あ
る
。
そ
の
間
を
川
が
蛇
行
す
る
。

そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
大
地
を
の
た
う
ち
ま
わ
る
大
蛇
の
よ
う
だ
っ
た
。
上
空
か
ら
見
は
る
か
す
地
平
線

の
彼
方
ま
で
、
幾
筋
も
の
川
が
、
低
き
を
求
め
て
の
た
う
ち
ま
わ
り
な
が
ら
、
東
南
の
揚
子
江
を
め
ざ

す
。
淮
河
水
系
の
川
の
群
れ
で
あ
る
。
飛
行
機
の
高
度
が
下
が
る
。
手
に
と
る
よ
う
に
判
る
。
陸
地
が

水
の
中
に
浮
か
ぶ
、
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
あ
り
あ
ま
る
乳
褐
色
の
水
。
こ
の
水
の
氾
濫
、
わ
ず
か

の
水
位
の
高
ま
り
が
、
す
べ
て
を
浸
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
一
旦
、
増
水

し
た
水
は
、
ど
こ
へ
排
出
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
揚
子
江
の
勾
配
が
、
河
口
ま
で
の
四
百
キ
ロ
で
十
万
分

の
一
、
落
差
が
た
っ
た
四
メ
ー
ト
ル
と
い
う
驚
異
的
な
実
体
を
、
私
は
目
の
前
に
見
た
。
水
の
筋
が
、

水
田
の
間
を
縦
横
に
走
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
道
と
同
じ
よ
う
に
、
一
軒
一
軒
の
家
へ
通
じ
る
。
家
を

囲
む
木
々
の
茂
み
は
島
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
「
南
船
北
馬
」
と
い
う
所
以
だ
。
水
筋
は
集
ま
っ
て
一
つ

の
川
と
な
り
、
川
は
集
ま
っ
て
更
に
大
き
な
川
と
な
る
。
そ
の
上
を
各
種
の
舟
が
ゆ
く
。
そ
の
川
筋
は

更
に
大
き
な
川
に
な
る
。
そ
し
て
遂
に
来
た
。
揚
子
江
で
あ
っ
た
。
今
ま
で
の
川
筋
と
は
全
く
桁
ち
が

い
の
巾
。
満
満
た
る
濁
水
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
川
の
王
者
で
あ
っ
た
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
が
「chang 

jiang da qiao 

」
と
く
り
返
し
教
え
て
く
れ
た
。
揚
子
江
に
橋
が
か
か
っ
て
い
る
の
だ
。
長
江
大
橋

だ
。
皆
が
席
を
立
っ
て
左
側
の
窓
を
の
ぞ
い
た
。
長
江
大
橋
を
、
そ
れ
も
空
か
ら
見
よ
う
と
は
思
っ
て

も
い
な
か
っ
た
だ
け
に
、
私
は
興
奮
し
た
、
機
は
か
な
り
低
い
。
み
る
み
る
遠
ざ
か
る
。
そ
し
て
右
へ

旋
回
す
る
に
つ
れ
、
視
界
か
ら
消
え
た
。
い
よ
い
よ
南
京
で
あ
っ
た
。  

天
津
市
街
の
散
策  

 

地
上
の
こ
と
も
一
つ
ぐ
ら
い
書
い
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
天
津
滞
在
最
後
の
夕
方
の
こ
と
だ
。  

 

日
程
が
ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
て
い
て
、
わ
れ
わ
れ
に
は
ほ
と
ん
ど
自
由
行
動
を
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た

が
、
こ
の
ま
ま
で
は
何
と
し
て
も
心
残
り
だ
と
い
う
の
で
、
夕
食
後
、
池
上
・
今
泉
両
先
生
と
私
の
三

人
は
外
へ
出
た
。
鈴
木
先
生
は
お
客
さ
ん
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
池
上
先
生
は
三
十
数
年
前
の

記
憶
を
た
よ
り
に
、
そ
し
て
ま
た
そ
の
面
影
を
求
め
て
、
ど
ん
ど
ん
先
に
歩
い
て
い
か
れ
る
。
誰
か
れ

か
ま
わ
ず
に
言
葉
を
か
け
る
。
道
を
き
き
、
建
物
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
。
と
に
か
く
、
何
で
も
話
し
か

け
な
い
で
は
お
れ
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
新
華
書
店
で
本
を
買
い
、
そ
の
包
み
を
か
か
え
、
方
角
も
わ

か
ら
な
い
ま
ま
ど
ん
ど
ん
と
、
嫌
に
な
る
ほ
ど
歩
い
た
。
天
津
で
は
夕
方
八
時
過
ぎ
ま
で
明
る
い
の
だ

が
、
そ
ろ
そ
ろ
暗
く
な
っ
て
き
た
頃
、
中
心
公
園
と
い
う
市
の
中
心
の
公
園
に
入
っ
た
。
園
内
は
日
暮

れ
ど
き
の
散
策
を
楽
し
む
人
で
い
っ
ぱ
い
。
や
っ
と
空
い
た
腰
掛
を
見
つ
け
て
腰
を
お
ろ
す
こ
と
が
で

き
た
。
私
た
ち
の
前
に
は
一
人
の
青
年
が
、
薄
暗
い
夕
や
み
の
中
で
勉
強
し
て
い
た
。
私
た
ち
は
話
し

か
け
た
。  

 

青
年
に
道
を
聞
い
て
繁
華
街
へ
出
た
。
混
雑
す
る
人
々
。
街
に
は
並
ぶ
商
店
の
明
か
り
だ
け
で
照
明

は
な
く
、
す
っ
か
り
暗
い
が
、
何
と
人
の
多
い
こ
と
か
。
百
貨
店
の
前
で
は
、
水
瓜
の
種
を
袋
か
ら
と
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り
出
し
て
売
る
男
、
水
中
に
浮
か
べ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
金
魚
、
花
を
売
る
男
、
声
を
か
け
な
が
ら
の

立
ち
売
り
を
人
々
が
と
り
囲
む
。
映
画
館
か
ら
次
々
と
人
が
出
て
く
る
。
私
た
ち
は
食
料
店
に
入
っ
た
。

品
は
実
に
豊
富
だ
っ
た
。
物
珍
し
く
、
手
に
と
取
っ
て
は
見
て
ま
わ
っ
た
。
池
上
先
生
は
食
べ
た
い
か

ど
う
か
と
は
関
係
な
く
買
っ
て
み
な
い
で
は
お
れ
な
い
ら
し
か
っ
た
。
杏
子
の
乾
し
た
の
、
マ
ン
ト
ウ
、

買
っ
て
は
私
に
く
れ
る
。
今
泉
先
生
も
天
津
栗
羊
羹
を
買
い
こ
ん
だ
。  

 

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
売
り
は
大
変
な
人
気
だ
。
街
角
の
煙
草
屋
の
よ
う
な
店
で
売
っ
て
い
る
。
私
は

買
う
こ
と
に
し
た
。
表
示
を
見
る
と
、
氷
〇
（
木
＋
羔
）（
ピ
ン
ガ
オ
）
両
毛
、
氷
棍
児
（
ピ
ン
グ
ル
）

五
份
と
あ
っ
た
。
一
元
が
約
百
四
十
円
、
一
元
が
十
毛
、
一
毛
が
十
份
で
あ
る
。
棒
の
つ
い
た
の
し
か

残
っ
て
い
な
い
の
だ
が
、
ど
ち
ら
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
一
応
大
き
な
紙
幣
で
釣
り
を
も
ら
う
こ
と
に

し
た
。
列
は
で
き
て
い
な
い
。
て
ん
で
、
わ
れ
先
に
、
手
を
の
ば
し
て
大
混
雑
で
あ
る
。
お
と
な
し
く

順
番
を
待
と
う
と
し
て
も
到
底
無
駄
だ
と
知
れ
る
と
、
ラ
ッ
シ
ュ
の
電
車
に
乗
り
こ
む
要
領
で
強
引
に

も
ぐ
り
こ
ん
で
い
っ
た
。
三
本
を
手
に
入
れ
、
お
釣
り
を
勘
定
し
て
み
る
と
、
棒
は
つ
い
て
い
る
が
氷

〇
（
木
＋
羔
）
ら
し
か
っ
た
。
三
人
は
歩
き
な
が
ら
食
べ
た
。
歩
き
つ
づ
け
て
き
た
せ
い
も
あ
り
、
こ

と
の
ほ
か
う
ま
か
っ
た
。  

 

百
貨
店
で
買
物
を
し
た
わ
れ
わ
れ
は
十
時
閉
店
と
い
う
こ
と
で
裏
口
か
ら
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
人
混
み
の
流

れ
に
ま
じ
っ
て
外
へ
出
た
。
た
だ
の
よ
う
に
安
い
拓
本
（
四
毛
）
を
見
つ
け
て
買
っ
た
、
そ
の
収
穫
で
、

池
上
先
生
と
私
は
興
奮
ぎ
み
だ
っ
た
。
「
全
部
買
っ
て
も
い
い
」
と
い
い
な
が
ら
も
、
そ
こ
は
遠
慮
し

て
五
、
六
冊
に
と
ど
め
た
。
外
の
暗
い
街
路
を
、
笑
い
さ
ざ
め
き
往
来
す
る
た
く
さ
ん
の
人
。
池
上
先

生
は
「
ま
る
で
パ
リ
解
放
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
う
。
私
は
彼
ら
の
表
情
に
、
あ
わ
て
ず
せ
ま
ら
ず
、
悠
々

と
生
活
を
楽
し
む
心
の
ゆ
と
り
を
読
み
と
り
な
が
ら
、
是
非
も
う
一
度
、
や
っ
て
来
た
い
と
思
わ
ず
に

は
お
れ
な
か
っ
た
。  

心
打
た
れ
た
歓
迎
ぶ
り  

 

総
じ
て
、
今
回
の
訪
中
に
際
し
て
中
国
側
の
見
せ
て
く
れ
た
歓
迎
ぶ
り
は
並
み
並
み
な
ら
ぬ
も
の
だ

っ
た
。
各
地
の
人
々
が
、
で
き
う
る
か
ぎ
り
精
い
っ
ぱ
い
の
歓
迎
で
迎
え
て
く
れ
た
。
七
十
歳
の
李
何

林
教
授
、
張
さ
ん
、
通
訳
の
符
さ
ん
は
、
始
か
ら
終
り
ま
で
、
つ
き
き
り
で
面
倒
を
見
て
く
れ
た
。
そ

の
誠
意
あ
る
態
度
に
は
、
わ
れ
わ
れ
四
人
、
一
様
に
心
打
た
れ
た
。
南
開
大
学
工
作
員
の
耿
さ
ん
、
郭

さ
ん
の
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
短
い
時
間
の
接
触
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
っ
ぺ
ん
に
親
し
く

な
っ
た
人
々
。
南
開
大
学
の
高
維
国
さ
ん
は
二
十
代
の
青
年
か
と
思
わ
れ
る
中
文
系
の
先
生
。
き
れ
い

な
北
京
語
で
人
な
つ
っ
こ
く
話
し
か
け
て
く
れ
た
。
私
た
ち
二
人
は
短
い
時
間
に
何
も
か
も
話
し
て
し

ま
お
う
と
ば
か
り
に
話
し
あ
っ
た
。
私
の
貧
弱
な
中
国
語
が
う
ら
め
し
か
っ
た
。
彼
の
奥
さ
ん
は
小
学

校
で
作
文
を
教
え
、
上
の
女
の
子
は
八
歳
、
下
の
男
の
子
が
一
歳
八
ヶ
月
と
い
う
。
上
海
の
宋
さ
ん
と

は
給
料
の
こ
と
を
一
生
懸
命
話
し
合
っ
た
。  

忘
れ
ら
れ
ぬ
人
々  

 

さ
ら
に
名
前
も
知
ら
ぬ
、
街
で
出
会
っ
た
だ
け
の
人
の
顔
も
思
い
出
す
。
天
津
の
街
角
で
話
し
た
二

人
の
小
学
生
兄
弟
。
私
に
シ
ェ
ン
フ
ー
か
ら
来
た
の
か
と
聞
く
。
そ
の
シ
ェ
ン
フ
ー
が
判
ら
な
い
で
い

た
ら
神
戸
だ
っ
た
。
飛
行
機
の
中
で
張
さ
ん
と
親
し
そ
う
に
話
し
て
い
た
ス
チ
ュ
ワ
デ
ス
あ
ま
り
可
愛

６‒２ａ
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Ⅱ‐4‐f 

18 
 

か
っ
た
の
で
、
あ
と
で
張
さ
ん
に
、
知
り
合
い
か
と
き
く
と
、
い
や
ち
が
う
、
と
い
う
。
で
も
親
し
そ

う
だ
っ
た
ね
、
と
い
う
と
、
同
じ
上
海
出
身
だ
っ
た
の
だ
、
と
い
っ
た
。
そ
れ
は
可
愛
い
娘
さ
ん
だ
っ

た
。
南
開
大
学
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の
方
が
、
ふ
と
示
し
て
く
れ
た
や
さ
し
い
心
づ
か
い
は
、
思
い
出
し
て

も
心
が
熱
く
な
る
。
大
学
の
図
書
館
の
漢
籍
の
書
庫
を
一
生
懸
命
、
案
内
し
て
く
れ
た
背
の
高
い
老
人
。

そ
の
強
い
眼
鏡
を
か
け
た
顔
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
印
象
ぶ
か
い
こ
と
が
次
々
と
思
い
出
さ
れ
る
。
し
か

し
、
あ
の
高
先
生
が
座
談
会
の
席
上
「
万
人
抗
」
に
つ
い
て
指
摘
し
た
と
き
受
け
た
印
象
は
特
別
強
烈

だ
っ
た
。
私
は
や
さ
し
い
高
さ
ん
の
顔
を
見
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
、
か
つ
て
、
こ
れ
ら
人
々

に
対
し
て
、
本
当
に
戦
争
を
し
か
け
、
侵
し
、
殺
し
を
重
ね
た
の
か
、
と
自
ら
に
問
い
か
け
て
み
な
い

で
は
お
れ
な
か
っ
た
。
疑
い
よ
う
の
な
い
答
え
に
対
し
私
は
く
ら
く
ら
と
目
ま
い
を
感
ず
る
思
い
で
あ

っ
た
。
池
上
先
生
の
話
に
よ
る
と
、
盧
溝
橋
事
変
の
と
き
、
天
津
の
中
学
在
学
中
の
池
上
先
生
の
目
の

前
で
、
日
本
の
飛
行
機
が
南
開
大
学
を
爆
撃
し
た
と
い
う
。
爆
弾
の
煙
が
消
え
た
後
、
今
迄
見
て
い
た

図
書
館
の
ド
ー
ム
の
姿
が
消
え
て
い
た
と
い
う
。
池
上
先
生
か
ら
こ
の
話
を
聞
い
て
い
な
け
れ
ば
、
中

国
側
の
態
度
か
ら
は
到
底
、
想
像
も
つ
か
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。  

 

日
本
に
帰
っ
て
き
て
、
中
国
滞
在
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
印
象
を
心
に
思
い
浮
か
べ
る
と
き
、
あ
ら
た
め

て
中
国
側
の
好
意
と
誠
意
に
心
か
ら
感
謝
し
な
い
で
は
お
れ
な
い
。
と
と
も
に
、
日
本
と
中
国
と
の
、

人
と
人
と
の
具
体
的
な
親
し
い
交
わ
り
、
そ
の
必
要
と
願
い
と
を
今
更
の
如
く
感
ず
る
の
で
あ
る
。  

   

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

 

以
上
で
訪
中
団
一
行
の
報
告
を
終
る
。
写
真
特
集
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
、
身
近
な
中
国
を
感

じ
、
中
国
へ
の
理
解
を
一
層
深
め
て
い
た
だ
け
る
で
あ
ろ
う
。  

 

鈴
木
団
長
の
報
告
に
も
あ
る
よ
う
に
、
本
学
か
ら
中
国
側
に
教
授
や
学
生
の
招
待
や
交
流
を
具
体
的

に
明
記
し
た
四
項
目
に
わ
た
る
提
案
を
行
っ
た
。
今
回
の
訪
中
は
、
本
学
の
建
学
以
来
の
大
き
な
特
色

と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
中
国
研
究
を
大
き
く
発
展
さ
せ
、
さ
ら
に
、
本
学
と
中
国
と
の
き
ず
な
を
ふ
た
た

び
深
め
る
重
要
な
き
か
っ
け
を
つ
く
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。  

（
注
）
中
日
大
辞
典
＝
昭
和
二
十
九
年
、
と
く
に
日
中
友
好
協
会
を
通
じ
、
中
国
保
衛
世
界
平
和
委
員

会
か
ら
日
本
人
民
に
寄
贈
さ
れ
た
中
日
辞
典
カ
ー
ド
十
四
万
枚
（
旧
東
亜
同
文
書
院
大
学
華
語
研
究
会

で
昭
和
八
年
以
来
作
成
さ
れ
た
も
の
）
を
基
礎
に
、
そ
の
後
の
中
国
の
新
し
い
情
勢
や
言
葉
を
加
え
、

本
学
中
国
研
究
陣
の
十
三
年
に
わ
た
る
困
難
な
編
集
作
業
を
経
て
、
昭
和
四
十
三
年
二
月
に
刊
行
さ
れ

た
も
の
。
四
五
年
春
、
さ
ら
に
改
定
を
加
え
、
他
に
類
を
み
な
い
中
国
研
究
の
貴
重
な
辞
典
と
し
て
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。  
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Ⅱ‐4‐g (1) 

先生： 

  我们此次欣得访问贵国，路过贵地，多承亲切款待指教，感谢不尽。我们访问的日

子虽然不多，所学习过的，所请教过的，耳听目睹的事情，没有一个不是对我们的教育，

甚觉欣幸！我们已于七月五号安然回校，请勿悬念！特此报告，并且表示深切感谢！敬

祝 

健康！ 

         一九七三年八月     日 

 

                            日本爱知县丰桥市 

                            爱知大学 

                                      铃木 择郎 

                                      池上 贞一          同 启 

                                      今泉 润太郎 

                                      中岛 敏夫 

 
 
 
 
 
〔注〕訪問各地の関係者に対する礼状。 

６‒２ｂ(1) 
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Ⅱ‐4‐g (2) 

先生： 

  我们此次承贵校招待前趋，受到您的无微不至的关照，关于中日大辞典又蒙亲切而

准确的指教，实在感谢不尽了。这不但对于中日大辞典大有益处，而且对于我们也是很

大的教育。将来如能通过中日大辞典，对于中日友好和中日文化交流有所贡献，那就是

您亲切指教我们的效果，又是可感谢，又是可庆贺的事了。我们已于七月五号下午抱着

无限的幸福情绪安然回校，当时对各报记者将访华经过和观感报告，第二天再在校内开

会，对教职员，学生报告一切，我们这回访华旅行就此圆满结束了。特此报告，并且表

示深切谢意！以后还请时赐教益，是所至盼！敬祝 

健康！ 

         一九七三年八月     日 

 

                            爱知大学访中学术代表团 

                                      铃木 择郎 

                                      池上 贞一          同 启 

                                      今泉 润太郎 

                                      中岛 敏夫 

 
 
 
 
 
〔注〕南開大学等訪問大学宛の帰国挨拶。 

６‒２ｂ(2) 
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Ⅱ‐4‐g (3) 

南开大学革命委员会主任卢治斌先生： 
  此次，我校铃木择郎教授、池上贞一教授、今泉润太郎助教授、中岛敏夫助教授等四名

承贵校邀请前趋，受到无微不至的关照优待和宝贵的教益，感激不既。又承贵校相赠贵重

书籍四种，感谢不尽；自当永久收藏于图书馆，使学者受到稗益，永沾厚情。铃木教授等

已于七月五日安然回校，请勿悬念！ 

  至于铃木教授曾向贵方所提的四项提议，谅已承同意。如承同意，不仅是我们爱知大学

之幸，也是对于中日友好、中日文化交流更进一步的发展很有益处的。兹将四项提议全文

再录于下面，以示信实，请鉴谅，是幸！敬祝 

健康和贵校的发展！ 

 

    爱知大学向南开大学提出的四项提议 

1， 爱知大学欢迎南开大学教授访问日本。期间为二周，时期一听贵方之便。          

在日本国内的一切费用，概由爱知大学负担。 

2， 互相进行教授的交流，就是互相帮助教授到对方国去，逗留一段时期从事研究。 

3， 互相进行学生的访问旅行，或者短期的逗留学习。对于这种旅行或学习，我们大

学互相予以适当的帮助。 

4， 加深研究上的交流，进行研究资料、出版物的交换。对于中日大辞典，以后还请

指教。 

 

 

1973 年 8 月    日 

爱知大学学长 

 
 
 
 
 
〔注〕南開大学宛の礼状。四項目の提案は事前に愛大当局と打ち合わせた内容

である。 

６‒２ｂ(3)
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出演

イ
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ル白
黒
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タ
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迎
愛
知
大
学

先
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ス
チ
ー
ル

テレリポ
辞典が
むすぶ

出演

WWW
N

7/11 13 20 35
〈

十
三
万
語

評
価
さ
れ

す
で
に
二

五
年
前
、

た
豊
橋
市

こ
の
程
三

こ
の
7
／ 7/11 13.20 ‐ 35

TVリポート
愛知の話題

辞典がむすぶ

TH

〉

語
が
収
録
さ

れ
て
い
る
中
日

万
冊
近
く
が

完
成
し
た
こ

市
の
愛
知
大

週
間
に
渡
っ

／
5
帰
国
し

日中友好
‐‐愛知大学訪中団に

きく‐‐

さ
れ
て
い
る
国

日
大
辞
典
。

が
出
版
さ
れ

こ
の
辞
典
の

学
の
先
生
達

っ
て
中
国
を

し
ま
し
た
。

出演
鈴木択郎 池上貞一
今泉潤太郎 中島敏夫

国
内
で
も
高

れ
て
い
ま
す

の
編
さ
ん
に
当

達
が

を
訪
問
。

高
く

す
が
、

当
っ

P－5

P－4 F S
ア
ナ南

以
下

アナ

T－

南開

T－

南
開
大ス

チ
ー
ル

（
白
黒
）

地
図

1 S
「
カ
メ
ラ
」

ア
ド
リ
ブ

アナ

W

南開

W N

今
回
の
訪

資
料
収
集

現
状
な
ど

二
年
程
前

中
国
訪
問

そ
こ
で
今

と
り
結
ん

先
生
方
に

出
発
が
6○

訪
中
の
ね○○ 訪

中
は
、
中
日

集
、
及
び
中
国

ど
、
視
察
し
た

前
か
ら
希
望

問
の
願
い
が
や

今
日
は
、
こ
の

ん
だ
今
回
の
中

に
伺
い
ま
す
。

6
／
15
～
・

五
都
市
、
三

ね
ら
い
、
目
的

43
年
刊
行

学
術
・
研
究 日

辞
典
の
改

国
に
於
け
る

た
い
と
云
う

し
て
い
た

や
っ
と
か
な

の
中
日
辞
典

中
国
訪
問
の

。・
・
訪
問
し
た

三
大
学

的
は

の
辞
典
の
改

究
の
交
流
、
意 改

訂
に
と
も

る
日
本
語
教

う
事
で

な
っ
た
も
の
で

がの
成
果
を

た
都
市
と
大

改
訂
、
資
料

意
見
交
換

な
う

教
育
の

で
す
。

大
学
は

収
集
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南
開

カ
ラ
ー

辞
典

開
大

（
ス
ラ
イ

ー
ス
チ
ー
ル

UP
め
く
る
・・ イ

ド
）

・

まい ま
ず

辞
典

○
全
般
的

日
本
人

・
・
・
関

○
語
い
豊

○
発
音
、

・
・
・
現
代

人

○
コ
ン
サ
イ

○
新
旧
、

43
年
、
完
成

い
う
事
だ
が

○
各
大
学

○
バ
ス
の 典

の
利
用
、
評

的
に
・
・
・

人
ば
か
り
で

関
心
持
つ
・
・
・

豊
富
、
注
釈

話
し
言
葉
重

代
中
国
の
基

民
の
気
持
に

イ
ス
版
・
・
・
作

言
葉
の
せ
て

成
と
同
時
に

が
、

利
用
状

学
に
・
・
・

中
の
話
、
見 評

価
に
つ
い

で
な
く
、
中
国

・
交
流
の
た
め

親
切

重
視
、
略
字

基
準
に
の
っ
と

に
ぴ
っ
た
り

作
っ
て
は
・
・

て
い
る
・
・
・

に
１
２
０
０
冊

状
況
は
・
・
・

見
か
け
た
女
性 て国

人
民
に
役

め
に
非
常
に

字
の
使
用

と
り
、
正
確
。

・
・
・

・
・

冊
中
国
に
送
付

性
・
・
・

役
立
つ
・
・
・

に
よ
い
・
・
・

。付
し
た
と

P－6 文
字

文
字

字
パ
タ
ン

N

そ助とこみ そ
う
し
た
高

助
言
、
・
・
・
ど

○
そ
の
助
言

○
具
体
例

と
こ
ろ
で
、
交

こ
の
辞
典
の

み
た
い
の
で
す

○
辞
典
の
編

中
国
大

・
・
・30 高

い
評
価
の
中

ど
ん
な
も
の

言
に
対
す
る

交
流
の
手
が

刊
行
さ
れ
る

す
が
・
・
・

編
さ
ん
に
取

大
陸
に
あ
っ
た

年
前
の
昭
和 中

で
受
け
た

の
か

る
姿
勢
、
用

政
治
、

が
か
り
を
つ
か

る
ま
で
の
歴

取
り
か
か
っ
た

た
愛
大
の
前

和
七
年
・
・
・ た

指
摘
、
忠
告

語
に
於
け
る

歴
史
、
用
語

か
ん
だ

歴
史
を
振
り

た
の
は
、
か

前
身
東
亜
同

告
、

る
特
徴

語
・
・
・

り
返
っ
て

つ
て

同
文
書
院
。
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・

目
提
案

文
化
の
交
流

（
説
明
）

と
、
テ
キ
ス

習
熱
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辞
典車 ス注
典
・
・
・

出演サブ終

車
内
か
ら

T－T－T－

ス
ラ
イ
ド

歓
迎
の
人

お知らせ

T－注

一
九
七
三

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

知
大
学
訪

な
お
、
こ
の

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名 サブ終

WWWN

三
年
七
月
十

Ｔ
Ｖ
レ
ポ
ー
ト

訪
中
団
に
き
く

の
テ
レ
ビ
は
録

名
古
屋
放
送
局

〈

○
ま
と

一
日

十
三
時

ト
、
愛
知
の
話

く―

の
Ｔ
Ｖ
放
送

録
画
が
無
く
、

局
視
聴
者
セ
ン TM

〉

と
め

時
二
十
分
～
十

話
題
「
辞
典
が

送
用
コ
ン
テ
（

未
収
録
。
原

ン
タ
ー
に
よ
る

十
三
時
三
十

結
ぶ
日
中
友

Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋

原
版
も
保
存
さ

る
）

五
分
放
映

友
好
」―

愛

屋
局
作
成
）

さ
れ
て
い
な
い
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